
六
三

畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」

外　

池　
　
　

昇

　

は
じ
め
に

一
、「
規
約
」「
会
則
」

二
、『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
』

三
、『
橿
原
神
宮
史
』

四
、
奈
良
県
庁
文
書
『
奈
良
県
行
政
文
書
講
社
教
会
所
』

五
、「
会
員
募
集
」
の
足
跡

六
、
阪
正
臣
の
訪
問

　

お
わ
り
に



六
四

は
じ
め
に

著
者
は
す
で
に
「
奥
野
陣
七
と
神
武
天
皇
─
神
武
天
皇
陵
と
橿
原
神
宮
の
周
辺
─
」（
成
城
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
七
輯
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）（
以
下
、
前
稿
と
い
う
）
を
著
し
、

明
治
期
に
あ
っ
て
神
武
天
皇
陵
（
奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
）
に
近
接
し
て
報
国
社
、
後
に
畝
傍
橿
原
教
会
を
構

え
、
神
武
天
皇
陵
へ
の
参
拝
者
を
誘
引
し
た
奥
野
陣
七
の
生
涯
を
追
っ
た
。
脱
稿
後
も
著
者
の
奥
野
陣
七
へ
の

関
心
は
な
お
継
続
し
た
（
１
）が
、
そ
れ
は
、
奥
野
陣
七
の
足
跡
か
ら
は
、
明
治
期
に
お
い
て
天
皇
に
よ
る
祭
祀
の
体

系
に
陵
墓
祭
祀
が
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
い
わ
ば
民
の
側
の
視
点
か
ら
よ
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
奥
野
陣
七
に
よ
る
畝
傍
橿
原
教
会
の
「
会
員
募
集
」
の
様
相
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。

一
、「
規
約
」「
会
則
」

本
稿
で
は
ま
ず
、
畝
傍
橿
原
教
会
の
規
約
の
類
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
前
稿
で
は
畝
傍
橿
原
教
会
や
そ
の

前
身
で
あ
る
報
国
社
、
ま
た
奥
野
陣
七
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
紐
解
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
が
、
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六
五

本
稿
で
は
む
し
ろ
同
時
代
的
視
点
に
重
点
を
置
い
て
畝
傍
橿
原
教
会
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
か
ら
は
、

き
っ
と
前
稿
と
は
異
な
っ
た
奥
野
陣
七
や
畝
傍
橿
原
教
会
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

『
畝
傍
橿
原
教
会
規
約
』（
著
者
所
蔵
）
に
は
「
畝
傍
橿
原
教
会
規
約
」（
以
下
、「
規
約
」
と
い
う
）
と
「
会

則
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

史
料
Ⅰ　

明
治
二
十
二
年
十
月
十
六
日
「
畝
傍
橿
原
教
会
規
約
・
会
則
」

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

販
売
嚴
禁

　
　

明
治
二
十
二
年
十
月
十
六
日
御
認
可

　
　

畝
傍
橿
原
教
會
規
約

　
　
　
　
　
　

畝
傍
橿
原
教
會
本
院　

印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　

畝
傍
橿
原
教
會
規
約

　
　
　
　
　
　

第
一
章　
　
　
　
　
　
　

総
則

第
一
條　

本
會
ハ
神
武
天
皇
御
神
靈
ヲ
奉
崇
シ
畝
傍
橿
原
教
會
ト
称
ス

第
二
條　

本
會
ハ
敬
神
尊
皇
ノ
道
ヲ
奉
シ
神
德
皇
恩
報
本
反
始
ノ
誠
ヲ
尽
シ
赤
心
報
國
倭
魂
ヲ
振
起
セ
シ
ム



六
六

ヲ
以
テ
本
旨
ト
ス

第
三
條　

畝
傍
橿
原
ノ
地
ハ
太
祖
神
武
天
皇
創
業
ノ
勝
地
ニ
シ
テ
殊
ニ
天
皇
御
靈
鎮
座
ス
御
陵
ナ
レ
ハ
苟
モ

皇
國
ノ
人
ト
シ
テ
誰
カ
振
古
ノ
鴻
恩
ヲ
報
セ
サ
ラ
ン
ヤ
依
之
報
酬
ノ
為
メ
御
陵
参
拝
ノ
方
法
ヲ
設
ル
事

　
　

�
但
大
（
太
）祖
御
陵
ヲ
始
奉
リ
御
歴
代
御
陵
墓
ハ
万
事
宮
内
省
ノ
直
轄
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
會
ハ
御
陵
崇
敬
ノ
法
ヲ

設
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
御
陵
ニ
對
シ
一
切
寄
附
勧
財
ハ
致
サ
ヾ
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　
　

第
二
章　
　
　
　
　
　
　
　

位
置

第
四
條　

本
會
ハ
奈
良
縣
大
和
國
高
市
郡
白
橿
村
ノ
内
畝
傍
山
麓
ニ
本
院
ヲ
置
東
京
府
下
ニ
大
遥
拝
所
及
中

本
院
ヲ
置
教
務
一
切
ノ
事
務
ヲ
取
扱
モ
ノ
ト
ス

第
五
條　

各
府
縣
下
便
宜
ノ
地
エ
漸
次
遥
拝
所
并
分
支
教
會
所
ヲ
設
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　

第
三
章　
　
　
　
　
　
　
　

役
員
及
會
員
名
称

第
六
條　

本
會
役
員
名
称
左
ノ
如
シ

　

一　

教
長　
　
　

有
爵
華
族
ニ
シ
テ
名
誉
教
正
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

副
教
長　
　

本
會
有
効
者
ニ
シ
テ
教
正
以
上
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

正
副
會
長　

本
會
有
効
者
ニ
シ
テ
講
義
以
上
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

教
師　
　
　

一
等
ヨ
リ
七
等
ニ
至
ル

　

一　

督
事　
　
　

一
等
ヨ
リ
五
等
ニ
至
ル
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六
七

　

一　

結
社
係　
　

一
等
ヨ
リ
七
等
ニ
至
ル

　
　

但
事
務
章
程
會
則
等
ハ
別
記
ニ
ア
リ

第
七
條　

本
會
地
方
役
員
名
称
左
ノ
如
シ

　

一　

大�
取
締　
　

一
國
或
ハ
數
郡
ニ
一
員
ヲ
置
幹
事
以
下
ヲ
誘
導
シ
結
収
ノ
大
體
ヲ
綜
覈
宣
揚
ス
ル

ヲ

掌
ル
門
閥
德
望
殊
絶
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

幹
事　
　
　

部
内
町
村
教
會
ノ
諸
事
ヲ
擔
任
監
督
ス
地
方
人
望
才
幹
ア
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

副
幹
事　
　

所
掌
幹
事
ニ
同
シ

　

一　

取�

締　
　
　

凡
二
百
戸
ニ
一
員
ヲ
置
規
約
諸
規
則
ヲ
諳
熟
シ
説
教

衆
ヲ
誘
奨
ス
ル

ヲ
掌
ル
方
正

ニ
シ
テ
才
幹
ア
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

　

一　

副
取
締　
　

所
掌
取
締
ニ
同
シ

　

一　

世�

話
係　
　

取
締
ヲ
輔
ケ
結
収
入
社
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
善
ヲ
好
ミ
幹
（
斡
）旋
ノ
器
識
ア
ル
者
ヲ
以
テ
充

　

一　

副
世
話
係　

所
掌
世
話
係
ニ
同
シ

第
八
條　

入
會
員
ハ
名
誉
員
特
別
員
通
常
員
ノ
三
種
ト
ス

　
　
　
　
　
　

第
四
章　
　
　
　
　
　
　
　

入
會

第
九
條　

本
會
ヘ
入
會
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
官
民
緇
素
ヲ
問
ハ
ス
尊
皇
報
國
ノ
志
ヲ
以
テ
世
話
係
ヲ
経
テ
入

会
ス
ヘ
シ



六
八

　
　

但
入
會
員
ヘ
ハ
直
ニ
門
標
印
鑑
等
ヲ
呈
與
ス
ヘ
シ

第
十
條　

印
鑑
ハ
會
員
ノ
証
ナ
レ
ハ
御
陵
参
拝
ノ
節
ハ
必
ス
携
帯
ス
ヘ
シ
門
票
ハ
入
會
ノ
證
ナ
ル
ヲ
以
テ
門

戸
ノ
入
口
ニ
帖
置
ク
ヘ
シ

第
十
一
條　

會
中
ノ
者
ハ
同
心
協
力
ノ
信
義
ヲ
以
テ
漸
次
金
穀
ヲ
畜
（
蓄
）積
シ
會
中
非
常
ノ
凶
災
ニ
備
ヘ
互
ニ
貧

困
ヲ
相
救
ヒ
相
助
ケ
又
協
會
費
等
ニ
充
ツ
ヘ
シ

　
　
　

但
シ
講
社
積
金
ニ
托
シ
會
中
ノ
者
猥
リ
ニ
勧
財
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
十
二
條　

會
中
御
陵
参
拝
ノ
節
道
中
ニ
於
テ
疾
病
或
ハ
盗
難
等
ニ
罹
リ
若
一
時
通
行
困
難
ヲ
極
ル
ノ
節
ハ

篤
ト
其
情
實
ヲ
察
シ
入
會
印
鑑
ヲ
證
ト
シ
テ
其
宿
ヨ
リ
御
陵
参
拝
又
ハ
帰
國
相
成
ノ
方
法
ヲ
豫
テ
本
會
ト

諸
道
中
旅
宿
屋
ト
ノ
間
ニ
於
テ
締
約
シ
最
モ
帰
國
ノ
上
負
債
ハ
格
別
ノ
恩
金
ナ
レ
ハ
速
ニ
返
納
ス
ヘ
シ

　
　
　

�

但
會
員
中
発
足
ノ
前
取
締
世
話
係
ノ
内
ヨ
リ
参
拝
者
ノ
連
名
ヲ
本
會
ヘ
通
知
ス
ヘ
シ
其
郵
税
ハ
會
費
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六
九

ノ
内
ヨ
リ
支
拂
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　

第
五
章　
　
　
　
　
　
　

教
式
及
布
教

第
十
三
條　

毎
年
四
月
三
日
二
月
十
一
日
結
社
式
執
行
毎
月
十
一
日
小
式
執
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
條　

會
中
ノ
者
死
亡
ス
ル

ハ
其
者
ノ
履
歴
ヲ
記
シ
印
鑑
ニ
添
ヘ
尚
写
眞
油
繪
等
ア
ラ
ハ
添
テ
本
會

エ
送
ル
ヘ
シ
本
會
ニ
於
テ
ハ
招
魂
壇
ニ
鎮
祭
シ
永
ク
其
靈
魂
ヲ
慰
春
秋
ノ
靈
祭
執
行
ハ
無
窮
ニ
之
ヲ
行
フ

ヘ
シ

第
十
五
條　

説
教
ハ
會
中
ノ
便
冝
ニ
從
ヒ
家
事
ノ
緩
急
ヲ
量
リ
其
定
日
ヲ
増
減
執
行
ス
ヘ
シ

　
　
　

但
説
教
ニ
托
シ
産
業
ヲ
妨
ル
ノ
弊
ヲ
生
セ
サ
ル
様
能
ク
注
意
ス
ヘ
シ

第
十
六
條　

會
中
冠
婚
葬
祭
疾
病
艱
難
ハ
互
ニ
補
助
シ
万
事
懇
親
ヲ
尽
ス
ヘ
シ

第
十
七
條　

會
中
孝
子
貞
婦
義
僕
ア
ラ
ハ
其
事
由
ヲ
本
會
ヘ
申
告
ス
ヘ
シ

第
十
八
條　

會
中
ニ
奇
特
善
行
者
ア
ル

ハ
其
旨
ヲ
神
前
ニ
奏
上
シ
本
部
エ
上
申
シ
猶
其
事
実
ヲ
各
教
会
所

説
教
所
等
ニ
旌
表
ス
ヘ
シ

　
　

但
其
本
人
エ
ハ
應
分
ノ
賞
与
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
縣
大
和
國
畝
傍
山
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畝
傍
橿
原
教
會
本
院　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
分
ノ
内　
　

神
武
天
皇
御
陵
門
前
ニ
仮
事
務
所
ヲ
置



七
〇

　
　
　
　
　
　
　

會　

則

畝
傍
橿
原
教
會
結
社
ス
ル
所
以
ノ
本
旨
ハ
三
條
ノ
教
憲
及
本
教
々
規
教
會
規
約
ニ
則
リ
文
明
ノ
地
ヲ
裨
ケ
朝

旨
ヲ
遵
奉
シ
神
德
皇
恩
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ノ
人
民
ナ
カ
ラ
シ
メ
神
州
固
有
無
上
至
尊
ノ
國
體
ヲ
辨
知
シ
益
々
尊
皇

愛
國
ノ
忠
志
ヲ
奮
起
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
且
（
旦
）暮
其
身
ヲ
脩
メ
其
職
業
ヲ
勤
務
ス
ル
ハ
人
世
最
第
一
ノ
本
分
ナ
ル

ハ
言
ヲ
マ
タ
ス
社
中
合
同
聯
和
戮
力
シ
テ
其
業
ヲ
奨
勵
シ
物
産
ヲ
起
シ
以
テ
富
強
ノ
基
礎
ヲ
鞏
固
ス
ル
ヲ
要

ス
惟
神
ノ
大
道
ハ
造
化
ノ
神
理
天
地
ヲ
貫
キ
万
古
ニ
亘
リ
缺
ル

无
ク
易
ル

无
シ
苟
モ
其
實
ヲ
得
レ
ハ
簡

易
直
截
人
々
常
ニ
履
常
ニ
行
テ
自
ラ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
是
ナ
リ
實
ニ
天
地
ノ
大
経
無
上
ノ
真
教
タ
ル
所
以
ヲ
明

ニ
ン
（
シ
）　

大
祖
ノ
御
神
靈
ヲ
奉
崇
シ
赤
心
報
國
ノ
意
思
ヲ
貫
徹
シ
顕
ニ
ハ
忠
信
孝
貞
ノ
人
ト
ナ
リ
テ
其
本
分
ヲ

尽
シ
幽
ニ
ハ
坥
然
神
域
ニ
帰
シ
天
神
ニ
復
命
ス
ル

ヲ
知
リ
各
安
心
立
命
ノ
地
ヲ
得
顕
幽
祥
善
ノ
真
福
ヲ
享

シ
ム
ル
ヲ
以
テ
本
領
ト
ナ
ス

第
一
條　

會
員
エ
ハ
會
費
領
受
ノ
為
メ
御
陵
真
景
等
ヲ
呈
与
ス
ヘ
シ

但
初
年
ハ
神
武
天
皇
御
陵
真
景
ヲ
二
年
目
ヨ
リ
六
帝
以
上
ノ
御
陵
真
景
ヲ
呈
与
シ
十
五
ヶ
年
ニ
残
ラ
ス
呈

與
ス
ヘ
シ
尤
豫
テ
起
原
主
ノ
其
筋
ノ
認
可

ヲ
得
テ
發
行
ス
ル
圖
書
ニ
限
ル

第
二
條　

入
會
員
ハ
名
誉
員
特
別
員
通
常
員
ノ
三
種
ト
ス

　

第
一
項　

名
誉
員
ト
ハ
有
爵
有
位
ノ
貴
紳
ヲ
云

　

第
二
項　

特
別
員
ハ
一
ヶ
年
金
貮
拾
銭
以
上
納
ム
ル
モ
ノ
ヲ
云
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一

但
一
時
金
貮
円
以
上
納
ム
ル
モ
ノ
ヘ
ハ
毎
年
本
會
祈
念
璽
御
陵
真
景
ヲ
呈
与
ス
ヘ
シ

　

第
三
項　

通
常
員
ハ
一
ヶ
年
金
五
銭
以
上
納
ム
ル
モ
ノ
ヲ
云

但
赤
貧
ニ
シ
テ
定
額
ノ
金
納
メ
難
キ
者
ト
虽

其
厚
志
ニ
依
テ
ハ
通
常
員
同
様
ノ
取
扱
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト

ス
尤
隨
喜
員
ト
称
ス

第
三
條　

特
別
員
ヨ
リ
毎
年
収
納
ス
ル
金
額
ハ
左
ノ
如
シ

　

第�

一
項　

収
納
金
十
分
八
ヲ
積
立
金
ト
シ
教
會
本
院
内
エ
参
篭
所
ヲ
建
築
シ
御
陵
参
拝
ノ
便
冝
ヲ
計
リ
尚

漸
次
畝
傍
山
麓
ノ
民
地
ヲ
買
求
メ
大
公
園
ヲ
設
歴
代
天
皇
御
陵
真
景
ノ
遥
拝
所
ヲ
建
築
シ
猶
第
五
條
第

六
條
ノ
費
用
ニ
充
ツ

　

第�

二
項　

収
納
金
十
分
二
ヲ
以
テ
御
歴
代
天
皇
御
陵
参
拝
道
ノ
枝
折
獨
案
内
等
ヲ
編
輯
シ
廣
ク
参
拝
者
ノ

便
冝
ヲ
計
ル
モ
ノ
ト
ス

　

第
三
項　

前
記
ノ
如
ク
取
扱
ニ
付
右
金
円
ハ
奈
良
縣
第
六
十
八
國
立
銀
行
ニ
預
置
モ
ノ
ト
ス

第
四
條　

通
常
員
ヨ
リ
毎
年
収
納
ス
ル
金
額
支
用
ハ
概
畧
左
ノ
如
シ

　

第�

一
項　

収
納
金
十
分
一
ハ
該
町
村
取
締
世
話
係
ニ
預
ヶ
置
毎
年
四
月
三
日
御
祭
典
ニ
ハ
其
地
方
ニ
於
テ

遥
拝
神
饌
等
ノ
手
當
ト
ス

　

第
二
項　

収
納
金
十
分
二
ハ
本
院
及
分
支
教
會
所
大
中
小
教
式
執
行
等
ノ
費
ニ
充

　

第
三
項　

収
納
金
十
分
四
ハ
入
會
員
エ
授
與
ス
ヘ
キ
物
品
製
ノ
費
用
ニ
充



七
二

　

第
四
項　

収
納
金
十
分
三
ハ
本
院
并
分
支
教
會
所
教
費
及
雜
費
等
ニ
充

第
五
條　

上
古
神
武
天
皇
宇
陀
下
津
縣
ノ
御
古
跡
同
天
皇
御
即
位
ノ
始
メ
鳥
見
ノ
山
中
ニ
於
テ
皇
祖
天
神
ヲ

祭
給
フ
鳥
見
靈
畤
ノ
御
旧
趾
及
稗
田
阿
礼
主
ノ
古
跡
等
ニ
紀
念
碑
ヲ
建
築
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
條　

文
久
三
亥
年
八
月
王
政
復
古
ノ
魁
タ
ル
大
和
義
挙
ヲ
始
メ
勤
皇
ノ
為
メ
ニ
亡
命
シ
タ
ル
義
士
ノ

魂
合
祀
ノ
神
殿
ヲ
教
會
本
院
内
エ
建
築
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

但
其
都
度
其
筋
ノ
認
可
ヲ
請
フ
ヘ
シ

第
七
條　

従
来
各
府
縣
下
エ
神
式
天
皇
御
陵
真
景
抔
ト
唱
奸
商
等
異
様
ノ
偽
物
ヲ
以
テ
諸
人
ヲ
欺
ク
者
有
之

由
却
テ
御
陵
ノ
神
威
ヲ
汚
ス
ヲ
畏
ル
因
テ
其
真
偽
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
為
メ
本
會
出
張
員
ハ
必
ス
派
遣
ノ
証
ヲ

携
帯
シ
テ
之
ヲ
明
瞭
ス
ヘ
シ

第
八
條　

各
宿
驛
旅
舎
ハ
篤
実
ノ
者
ヲ
精
撰
シ
畝
傍
橿
原
教
會
定
休
泊
所
ト
大
書
シ
タ
ル
目
印
ヲ
戸
外
ニ
掲

ケ
置
ク
モ
ノ
ト
ス

　
　

但
単
身
獨
旅
タ
リ

印
鑑
ヲ
携
帯
ノ
者
ハ
成
丈
廉
價
丁
寧
ニ
取
扱
フ
ヘ
キ
規
約
相
設
置
候
事

第
九
條　

會
中
提
灯
及
参
拝
ノ
節
途
中
目
印
ノ
幟
等
用
ル

ア
ラ
ハ
左
ニ
掲
ル
圖
ノ
如
ク
製
フ
ヘ
シ

　
　

但
臨
時
出
火
或
ハ
騒
擾
ノ
事
故
ア
ル
節
ハ
目
印
ノ
為
メ
携
モ
妨
ケ
ナ
シ
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第
十
條　

本
會
重
大
ノ
件
及
規
約
會
則
等
改
正
ノ
節
ハ
衆
議
ヲ
遂
其
筋
ノ
認
可
ヲ
請
フ
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
長
正
五
位
子
爵
大
教
正　

本
荘
宗
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
教
長
少
教
正　
　
　
　
　

川
本
正
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
主
務
權
大
講
義　
　
　

奥
野
陣
七

「
規
約
」「
会
則
」
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
畝
傍
橿
原
教
会
は
、
神
武
天
皇
の
「
御
神
霊
」「
御
霊
」
が
鎮

座
す
る
神
武
天
皇
陵
へ
の
「
崇
敬
」
や
参
拝
が
よ
り
充
実
し
て
な
さ
れ
る
た
め
の
諸
条
件
を
よ
く
備
え
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
組
織
の
規
模
は
明
ら
か
に
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。



七
四

次
章
以
降
で
は
、
こ
の
「
規
約
」「
会
則
」
に
み
え
る
畝
傍
橿
原
教
会
の
い
わ
ば
あ
る
べ
き
姿
と
、
主
に
「
会

員
募
集
」
を
通
じ
て
み
た
畝
傍
橿
原
教
会
の
現
実
の
あ
り
様
に
つ
い
て
、
何
点
か
の
史
料
を
拠
り
所
と
し
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
理
念
と
現
実
と
の
比
較
な
ど
と
は
如
何
に
も
陳
腐
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
で
も
敢
え
て
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
の
は
、
前
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
畝
傍
橿
原
教
会
の
活
動
は
、

神
武
天
皇
陵
と
橿
原
神
宮
と
い
う
い
わ
ば
国
家
神
道
の
根
幹
が
実
体
と
し
て
眼
前
に
在
る
と
い
う
状
況
か
ら
決

し
て
逃
れ
得
な
い
こ
と
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
ら
は
教
派
神
道
で
あ
る
大
成
教
に
属
す
る
一
教
会
と
し

て
の
活
動
以
外
の
途
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
る
こ
と
と
の
狭
間
に
あ
っ
た
た
め
に
抱
え
込
ん
だ
矛
盾

を
、
能
う
限
り
明
確
に
描
き
だ
そ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
』

幕
末
に
大
和
国
十
市
郡
荻お
い
だ田
村
（
奈
良
県
桜
井
市
生お
い
だ田
）
の
庄
屋
等
を
つ
と
め
、
そ
の
後
も
生
涯
の
多
く
の

部
分
を
大
和
国
で
過
ご
し
た
髙
瀬
道
常
（
文
政
三
～
明
治
二
十
四
）
は
、
嘉
永
五
年
か
ら
明
治
二
十
四
年
ま
で

「
大
日
記
」（
全
二
十
九
冊
）
を
著
し
た
（
２
）。

そ
の
「
大
日
記
」
に
は
、
報
国
社
・
畝
傍
橿
原
教
会
や
奥
野
陣
七
、
ま
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
述
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
髙
瀬
道
常
が
生
活
し
た
荻
田
村
と
神
武
天
皇
陵
と
が
距
離
の
う
え
で
さ
ほ
ど
離
れ
て
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五

い
な
い
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

「
大
日
記
十
四
」
は
明
治
十
五
年
一
月
か
ら
同
十
二
月
ま
で
に
つ
い
て
記
す
が
、
そ
こ
に
は
神
武
天
皇
陵
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

史
料
Ⅱ　

明
治
十
五
年
「
神
武
天
皇
陵
に
て
普
請
」

一�

神
武
天
皇
山
陵
昨
年
よ
り
何
歟
普
請
相
始
ル
、
此
度
聞
処
ニ
寄
レ
ハ
、
右
ハ
駿
河
国
某
発
起
全
国
戸
数
江

弐
銭
宛
寄
附
ヲ
募
り
、
見
込
拾
弐
万
円
ノ
金
ヲ
以
凡
勅
使
ノ
間
神
楽
堂
ハ
勿
論
鳥
居
前
御
休
所
ヲ
始
官
員

役
員
詰
夫
々
自
宅
等
設
置
ノ
場
所
広
大
ニ
取
設
、
右
営
繕
入
費
八
万
余
ハ
成
就
之
上
係
役
員
世
話
人
等
之

手
当
の
趣
ヲ
以
、
近
在
世
話
各
持

丸

人
従
五
六
名
大
工
棟
梁
葛
下
郡
王
子
村
箱
庄
亦
同
村
石
工
等
成
就
之
上

ハ
格
別
之
月
給
御
取
立
、
其
上
山
陵
図
絵
等
全
国
一
般
ニ
売
出
等
之
見
込
ニ
而
、
資
財
悉
質
物
ニ
入
当
春

過
迄
諸
職
大
勢
参
り
普
請
ニ
有
し
か
、
い
つ
の
程
か
右
発
起
人
行
衛
不
知
ニ
付
、
右
建
物
敷
嶋
社
神
道

派
名
四

百
円
計
ニ
売
払
、
壱
人
前
凡
弐
十
円
計
配
当
、
各
産
業
ヲ
失
ひ
た
り
と
、
此
山
陵
ニ
ハ
折
々
山
師
出
掛
ル

ナ
リ
（
３
）、

こ
れ
に
よ
る
と
、
前
年
の
明
治
十
四
年
か
ら
神
武
天
皇
陵
で
「
駿
河
国
某
」
の
「
発
起
」
に
よ
る
普
請
が
始

ま
り
、「
見
込
」
と
し
て
は
「
拾
弐
万
円
」
で
、「
勅
使
ノ
間
」「
神
楽
堂
」「
鳥
居
前
御
休
所
」、
ま
た
「
官
員
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役
員
詰
夫
々
自
宅
等
」
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
「
営
繕
入
費
八
万
余
」
は
「
成
就
」
し
て
か

ら
の
「
係
役
員
世
話
人
等
之
手
当
の
趣
」
と
さ
れ
、「
近
在
世
話
各
持

丸

人
従
五
六
名
大
工
棟
梁
葛
下
郡
王
子
村
箱

庄
亦
同
村
石
工
等
」
は
「
成
就
之
上
ハ
格
別
之
月
給
御
取
立
」
で
あ
り
、「
資
財
悉
質
物
ニ
入
春
過
迄
諸
職
大

勢
参
り
普
請
ニ
有
」
っ
た
。
そ
れ
が
「
い
つ
の
程
か
右
発
起
人
（
引
用
註
、「
駿
河
国
某
」）
行
衛
不
知
」
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
大
変
な
事
件
で
あ
る
。
い
く
ら
「
右
建
物
敷
嶋
社
神
道

派
名
四
百
円
計
ニ
売
払
、
壱
人
前

凡
弐
十
円
計
配
当
」
と
い
っ
て
も
、「
各
産
業
ヲ
失
ひ
た
り
」
と
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
て
み
る
と
、「
此
山
陵
ニ
ハ
折
々
山
師
出
掛
ル
ナ
リ
」
と
は
、
ま
さ
に
「
大
日
記
」
の
著
者
髙
瀬
道

常
に
よ
っ
て
神
武
天
皇
陵
に
群
が
っ
た
人
び
と
に
向
け
ら
れ
た
偽
り
の
な
い
評
価
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
ま
た
、「
山
陵
図
絵
等
全
国
一
般
ニ
売
出
等
之
見
込
」
と
は
、
い
か
に
も
報
国
社
・
畝
傍
橿
原
教
会

に
よ
る
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
刷
物
・
書
籍
の
類
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
刷
物
・
書
籍
の
類
を
「
売

出
」
し
た
の
は
何
も
報
国
社
・
畝
傍
橿
原
教
会
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
神
武
天
皇
陵
に
接
し
て
営
ま
れ
た

結
社
等
の
多
く
は
そ
の
よ
う
な
刷
物
・
書
籍
の
類
を
発
行
し
て
参
拝
者
の
獲
得
に
力
を
注
い
で
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
神
武
天
皇
陵
に
お
け
る
「
何
歟
普
請
」
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
神
武
天
皇
陵
の
兆
域
内
の
「
普
請
」
で
は
な
い
。「
勅
使
ノ
間
」「
神
楽
堂
」「
鳥
居
前
御
休
所
」「
官
員

役
員
詰
夫
々
自
宅
等
」
と
い
っ
た
神
武
天
皇
陵
周
辺
に
お
け
る
諸
施
設
の
「
普
請
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
「
山
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師
」
の
関
与
の
隙
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
に
つ
い
て
記
し
た
「
大
日
記
十
七
」
に
も
、
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ

る
動
向
に
関
す
る
記
述
が
み
え
る
。

史
料
Ⅲ　

明
治
十
八
年
「
神
武
天
皇
御
陵
所
前
教
会
副
長
に
つ
き
損
毛
」

一�

曽
我
井
村
正
作
御
一
新
ニ
至
テ
モ
役
好
ニ
而
、
数
村
之
戸
長
其
外
色
々
役
向
ニ
携
り
盛
ニ
有
し
が
、
大
ニ

疲
弊
及
ひ
金
談
ニ
来
而
言
、
戸
長
抔
全
盛
成
者
ハ
年
ニ
弐
三
百
円
の
懐
ろ
荒
ス
故
、
人
望
ヲ
取
会
計
上
ニ

ハ
甚
害
あ
り
、
扨
小
子
之
次
第
ハ
先
年
当
国
御
順
幸
之
際
役
員
ニ
あ
り
て
、
南
（
奈
）良
・
初
瀬
・
吉
野
其
外
古

器
古
書
画
等
取
調
、
今
井
行
宮
ニ
於
入
御
叡
覧
付
而
ハ
、
自
分
不
図
好
ニ
成
書
画
ヲ
求
ニ
付
而
ハ
、
別
座

敷
新
築
并
長
屋
蔵
ヲ
立
大
ニ
費
し
、
吉
の
川
切
抜
国
中
ヘ
水
ヲ
引
、
或
ハ
奈
良
県
ヲ
再
県
ヲ
成
願
、
或
ハ

神
武
天
皇
御
陵
所
前
ヘ
数
（
教
）会
ヲ
設
ル
ニ
付
副
長
ト
成
、
或
ハ
角
カ
（
力
）ヲ
興
業
何
れ
も
弐
三
百
円
宛
ノ
損
毛
ニ

あ
り
し
、
中
ニ
も
地
籍
改
正
ニ
付
絵
図
方
拾
五
人
ヲ
抱
主
長
ト
成
、
二
十
四
ヶ
村
ノ
村
絵
図
ヲ
請
取
、
漸

次
図
引
央
（
マ
マ
）ニ
至
り
規
則
改
正
ニ
成
、
是
ガ
為
千
何
百
円
ノ
損
失
ヲ
生
し
、
就
ニ
者
今
日
弐
三
千
円
借
財
ヲ

醸
し
困
却
セ
リ
ト
云
（
４
）

こ
こ
で
は
、「
神
武
天
皇
御
陵
所
前
ヘ
数
（
教
）会
ヲ
設
ル
ニ
付
副
長
ト
成
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
正
作
は
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「
損
毛
」「
損
失
」
の
原
因
を
い
く
つ
も
挙
げ
て
い
る
が
、「
数
（
教
）会
」
も
そ
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
史
料
Ⅱ
・
Ⅲ
を
並
べ
て
み
る
と
、
神
武
天
皇
陵
の
周
辺
に
は
こ
の
頃
「
山
師
」
が
蝟
集
す
る
と
と
も
に

「
教
会
」
も
設
け
ら
れ
、
周
辺
の
人
び
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
窺
え
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
「
教
会
」
が
、
奥
野
陣
七
に
よ
る
報
国
社
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な

い
が
、
そ
れ
で
も
奥
野
陣
七
の
名
が
「
大
日
記
」
に
み
え
る
ま
で
に
は
あ
と
幾
許
も
な
い
。

明
治
二
十
二
年
九
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
に
つ
い
て
記
し
た
「
大
日
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

史
料
Ⅳ　

明
治
二
十
二
年
九
～
十
二
月
「
報
国
社
社
長
奥
野
陣
七
」

一�

柏
（
橿
）原
ノ
宮
址
営
繕
、
此
節
盛
ナ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
此
回
神
武
天
皇
前
ナ
ル
報
国
社
々
長
奥
野
陳
（
陣
）七
并
川
本

教（正
胤
）正等
ノ
発
起
ニ
テ
、
今
度
御
陵
参
拝
者
ノ
便
利
ヲ
計
ル
為
、
畝ウネ
傍ヒ
柏
（
橿
）原
教
会
所
ナ
ル
者
ヲ
御
陵
ノ
傍
ニ

建
築
シ
、
尚
此
辺
ニ
一
大
公
園
ヲ
開
キ
、
次
テ
歴
代
天
皇
陵
遥
拝
所
并
文
久
三
年
国
事
ノ
為
ニ
斃
レ
タ
ル

中
山
忠
光
卿
其
他
天
誅
組
ニ
加
ハ
リ
居
リ
シ
諸
士
数
十
名
ノ
精
霊
ヲ
合
祀
ス
ベ
キ
神
殿
ヲ
モ
建
設
ス
ト
ノ

事
ナ
リ
（
５
）

「
大
日
記
」
は
、
奥
野
陣
七
の
名
を
は
じ
め
て
こ
こ
に
記
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
奥
野
陣
七
は
橿
原
（「
柏

原
」）
宮
址
の
「
営
繕
」
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
川
本
正
胤
と
と
も
に
「
発
起
」
と
な
っ
て
、
神
武
天
皇
陵
へ



畝傍橿原教会による「会員募集」

七
九

の
「
参
拝
者
ノ
便
利
ヲ
計
ル
為
」
に
畝
傍
橿
原
教
会
（「
畝
傍
柏
原
教
会
所
」）
を
そ
の
傍
ら
に
建
て
、
さ
ら
に

「
一
大
公
園
」
を
開
設
し
、
次
い
で
「
歴
代
天
皇
陵
遥
拝
所
并
文
久
三
年
国
事
ノ
為
ニ
斃
レ
タ
ル
中
山
忠
光
卿

其
他
天
誅
組
ニ
加
ハ
リ
居
リ
シ
諸
士
数
十
名
ノ
精
霊
」
を
「
合
祀
」
す
る
「
神
殿
」
を
も
建
設
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

右
の
「
大
日
記
」
の
記
述
か
ら
は
、
史
料
Ⅰ
明
治
二
十
二
年
十
月
十
六
日
「
畝
傍
橿
原
教
会
規
約
・
会
則
」

の
「
会
則
」
第
三
条
第
一
項
に
「
教
会
本
院
内
エ
参
籠
所
ヲ
建
築
シ
御
陵
参
拝
ノ
便
ヲ
計
リ
尚
漸
次
畝
傍
山
麓

ノ
民
地
ヲ
買
求
メ
大
公
園
ヲ
設
歴
代
天
皇
御
陵
真
景
ノ
遥
拝
所
ヲ
建
築
シ
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
第
六
条
に

「
文
久
亥
年
八
月
王
政
復
古
ノ
魁
タ
ル
大
和
義
挙
ヲ
始
メ
勤
皇
ノ
為
メ
ニ
亡
命
シ
タ
ル
義
士
ノ

魂
合
祀
ノ
神

殿
ヲ
教
会
本
院
内
エ
建
築
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
。

こ
の
内
ま
ず
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
稿
で
触
れ
た
奥
野
陣
七
の
来
歴
に
よ
っ
て
そ
の
拠
っ
て
来
る
所
が

知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
奥
野
陣
七
は
文
久
三
年
の
い
わ
ゆ
る
天
誅
組
の
変
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
幕
末
の

動
乱
に
あ
っ
て
は
勤
王
方
の
「
下
役
」
と
し
て
生
命
の
危
機
に
す
ら
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
６
）。
ま
た
、

前
者
の
「
一
大
公
園
」
な
り
「
大
公
園
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
木
博
志
著
『
近
代
天
皇
制
と
古
都
』（
二

〇
〇
六
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
の
「
第
一
部
第
一
章
近
代
に
お
け
る
神
話
的
古
代
の
創
造
─
畝
傍
山
・
神
武
陵
・

橿
原
神
宮
、
三
位
一
体
の
神
武
『
聖
蹟
』
─
」
で
そ
の
後
の
展
開
の
見
通
し
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、「
教
会
所
」
や
「
一
大
公
園
」
に
せ
よ
、
ま
た
「
歴
代
天
皇
陵
遥
拝
所
」
や
「
神
殿
」
に



八
〇

せ
よ
、
そ
れ
ら
が
「
御
陵
参
拝
者
」
を
目
当
て
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
何
よ
り
も
注
意
が
向
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
御
陵
参
拝
者
」
の
誘
引
を
ど
の
よ
う
に
し
て
成
功
さ
せ
る
か
。
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、

こ
こ
で
み
た
幾
つ
か
の
計
画
が
奥
野
陣
七
に
よ
っ
て
練
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
大
日
記
」
に
あ
っ
て
は
、
明
治
十
五
年
に
は
「
山
師
」
と
漠
然
と
括
ら
れ
て
い
た
も
の

が
、
明
治
二
十
二
年
に
な
る
と
「
報
国
社
」「
畝
傍
橿
原
教
会
」、
ま
た
「
奥
野
陣
七
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
に

よ
っ
て
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、『
橿
原
神
宮
史
』

『
橿
原
神
宮
史
巻
一
・
巻
二
』（
橿
原
神
宮
廳
、
神
武
天
皇
紀
元
二
千
六
百
四
十
一
年
辛
酉
昭
和
五
十
六
年

九
月
・
十
二
月
）
は
「
橿
原
神
宮
創
営
志
（
上
・
下
）」
と
し
て
、
明
治
十
一
年
か
ら
昭
和
十
七
年
に
至
る
ま

で
の
橿
原
神
宮
に
関
わ
る
史
料
を
年
代
順
に
収
録
す
る
。
そ
こ
に
は
報
国
社
や
畝
傍
橿
原
教
会
、
ま
た
奥
野
陣

七
を
め
ぐ
る
史
料
も
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
と
そ

れ
が
抱
え
る
問
題
点
を
端
的
に
示
す
史
料
を
一
点
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
史
料
Ⅴ
は
、
畝
火
教
会
長
の

新
海
梅
麿
が
、
橿
原
神
宮
と
畝
傍
橿
原
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
橿
原
神
宮
に
照
会
し
た
も
の
で
あ
る
。
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八
一

史
料
Ⅴ　

明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日
「
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
会
員
募
集
の
件
」

畝
傍
橿
原
教
会
ニ
ヨ
ル
会
員
募
集
ノ
件

明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日　

昨
二
十
五
日
畝
火
教
会
長
新
海
梅
麿
氏
ヨ
リ
照
会
左
ノ
如
シ

　

�
近
頃
畝
傍
橿
原
教
会
ト
称
ス
ル
モ
ノ
本
県
始
メ
各
府
県
ヘ
派
出
シ
会
員
募
集
ト
称
シ
鑑
札
様
ノ
モ
ノ
ヽ
外

数
品
ヲ
授
ケ
本
会
員
ト
ナ
リ
鑑
札
ヲ
携
提
シ
橿
原
神
宮
ニ
参
拝
ス
ル
時
ハ
特
ニ
神
宮
内
陣
参
入
ヲ
許
ス
ヲ

口
実
ト
ナ
シ
金
員
ヲ
募
集
ス
ル
儀
不
尠
相
見
エ
候　

然
ル
ニ
御
当
宮
創
設
ニ
際
シ
会
名
畝
傍
橿
原
ト
称
ス

ル
哉
御
当
宮
ヨ
リ
特
ニ
御
委
托
等
有
之
御
結
収
ノ
講
社
ニ
モ
御
座
候
哉
否
相
惑
敷
候
間
御
照
会
申
進
候
条

至
急
何
分
御
回
答
相
煩
度
候
也

右
之
通
リ
照
会
ニ
付
左
ノ
回
答
ス

　

�

明
治
廿
四
年
二
月
廿
四
日
附
ヲ
以
テ
畝
傍
橿
原
教
会
ト
称
ス
ル
モ
ノ
本
県
下
始
メ
各
府
県
ヘ
派
出
シ
会
員

募
集
ト
称
シ
鑑
札
携
提
シ
橿
原
神
宮
ニ
参
拝
ス
ル
時
ハ
特
ニ
神
宮
内
陣
入
リ
ヲ
許
ス
ヲ
口
実
ト
ナ
シ
金
円

ヲ
募
集
ス
ル
儀
不
尠
趣
将
タ
当
神
宮
創
設
ニ
際
シ
会
名
畝
傍
橿
原
ト
称
ス
ル
哉
当
神
宮
ヨ
リ
特
ニ
委
託
等

有
之
結
収
ノ
講
社
ニ
モ
候
哉
之
旨
御
照
会　

然
ル
ニ
当
神
宮
御
創
設
ニ
付
畝
傍
橿
原
教
会
ヘ
何
等
ノ
委
托

セ
シ
コ
ト
無
之　

該
会
員
ト
ナ
リ
鑑
札
携
提
ス
ト
雖
モ
当
神
宮
内
陣
入
リ
許
サ
ザ
ル
ハ
勿
論
自
然
当
宮
ニ

言
ヲ
寄
セ
金
円
ヲ
募
集
ス
ル
儀
有
之
候
ハ
ヾ
其
モ
ノ
住
所
姓
名
直
チ
ニ
御
通
報
相
成
度　

畝
傍
橿
原
教
会

所
ト
当
神
宮
ト
ハ
関
係
無
之
候
間
此
段
及
御
回
答
候
也



八
二

橿
原
神
宮
社
務
所　

明
治
廿
四
年
二
月
廿
六
日

　

畝
傍
教
会
長　

新
海
梅
麿
殿
（
７
）

こ
の
畝
火
教
会
長
新
海
梅
麿
に
よ
る
畝
傍
橿
原
教
会
の
「
会
員
募
集
」
に
つ
い
て
の
「
照
会
」
の
内
容
は
、

畝
傍
橿
原
教
会
は
自
ら
の
会
員
と
な
れ
ば
橿
原
神
宮
の
「
内
陣
参
入
」
が
特
別
に
許
さ
れ
る
と
し
て
金
銭
を
集

め
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
橿
原
神
宮
か
ら
畝
傍
橿
原
教
会
に
対
し
て
特
に
「
委

托
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
畝
傍
橿
原
教
会
が
橿
原
神
宮
の
傘
下
の
「
講
社
」
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
考
え
て
も
み
れ
ば
、
奥
野
陣
七
に
よ
る
畝
傍
橿
原
教
会
に

し
て
も
新
海
梅
麿
に
よ
る
畝
火
教
会
に
し
て
も
、
と
も
に
同
じ
く
大
成
教
に
属
す
る
教
派
神
道
の
一
教
会
で
あ

る
が
、
む
し
ろ
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
殊
に
「
会
員
募
集
」
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
互
い
に
競
争
相
手
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
右
の
新
海
梅
麿
の
「
照
会
」
を
よ
り
わ
か
り
易
く
言
い
換
え
れ
ば
、
橿
原
神
宮
が
な
ぜ

畝
傍
橿
原
教
会
だ
け
を
優
遇
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
右
の
新
海
梅
麿
の
橿
原
神

宮
へ
の
「
照
会
」
に
は
、
新
海
梅
麿
の
側
に
こ
そ
充
分
に
理
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
橿
原

神
宮
か
ら
の
新
海
梅
麿
へ
の
「
回
答
」
が
「
関
係
無
之
」
と
い
う
極
め
て
直
截
な
も
の
に
な
っ
た
の
は
当
然
で

あ
る
。
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八
三

四
、
奈
良
県
庁
文
書
『
奈
良
県
行
政
文
書
講
社
教
会
所
』

本
章
で
み
る
の
は
、
奈
良
県
庁
文
書
に
含
ま
れ
る
『
奈
良
県
行
政
文
書
講
社
教
会
所
（
８
）』
に
収
め
ら
れ
た
「
御

答
書
」
と
そ
れ
に
付
属
す
る
「
別
紙
第
一
号
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
に
史
料
Ⅵ
と
し
て
引
く
も
の
で
あ
る
が
、

畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
如
実
に
示
す
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

ま
ず
、
史
料
Ⅵ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。「
畝
傍
橿
原
教
会
担
任
教
師
兼
監
査
主
務
権
大
講
義
奥
野
陣
七
」
が

「
神
道
大
成
教
管
長
正
七
位
磯
部
最
信
殿
」
に
宛
て
た
明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
三
日
「
尋
問
ニ
対
シ
御
答
書
」

に
、「
結
社
係
リ
権
訓
導
増
山
三
治
（
次
）郎
」
が
奈
良
県
大
和
国
式
上
郡
上
之
郷
村
役
場
を
「
会
員
募
集
」
に
訪
問

し
た
際
の
事
情
を
奥
野
陣
七
に
説
明
の
す
る
た
め
の
文
書
が
添
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
史
料
Ⅵ
前
段
の
「
御
答

書
」
で
あ
る
。
史
料
Ⅵ
後
段
の
〔
別
紙
第
一
号
書
〕
は
そ
の
付
属
書
類
で
あ
る
。

史
料
Ⅵ　

明
治
二
十
四
年
九
月
十
八
日
「
上
之
郷
村
役
場
へ
出
頭
に
つ
き
御
答
書
」（
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
派

遣
教
師
権
訓
導
増
山
三
次
郎
→
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
）

　
　

御
答
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畝
傍
橿
原
教
會
本
院
派
遣
教
師
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権
訓
導　

増
山
三
次
郎

　
�

右
者
本
年
一
月
卅
一
日
當
国
式
上
郡
上
之
郷
村
役
場
其
他
大
字
区
長
ヘ
會
員
募
集
之
義
依
頼
之
為
該
役
場

ヘ
出
頭
致
シ
タ
ル
義
御
尋
ニ
相
成
答
辨
ス
ル

左
ノ
如
シ

第
一
條　

自
分
義
兼
テ
奈
良
縣
下
各
町
村
會
員
結
集
之
義
ヲ
命
セ
ラ
レ
候
ニ
付
本
年
一
月
卅
一
日
右
役
場
ヘ

出
頭
致
シ
村
長
谷
口
庄
次
郎
氏
ヲ
始
メ
吏
員
中
ヘ
本
會
規
約
會
則
等
奉
呈
シ
各
大
字
区
長
ヘ
其
真
偽
ヲ
知

ラ
シ
メ
ン
為
メ
証
明
書
相
願
ヒ
候
處
別
紙
第
一
号
書
之
通
リ
該
役
場
ヨ
リ
証
明
申
受
ケ
右
村
長
谷
口
庄
次

郎
氏
ヲ
始
メ
吏
員
三
名
ヘ
モ
規
約
會
則
ニ
ヨ
リ
入
會
之
義
依
頼
致
シ
タ
ル
處
各
員
承
諾
之
上
本
會
々
員
名

簿
ヘ
右
役
場
書
記
谷
岡
丑
松
氏
ノ
自
筆
ニ
テ
記
載
シ
夫
々
証
印
ヲ
致
サ
レ
タ
ル
義
ニ
付
右
ハ
谷
口
氏
ハ
尤

モ
本
會
幹
事
ニ
モ
加
盟
有
之
程
ニ
付
規
約
會
則
熟
讀
ノ
上
入
會
致
シ
呉
レ
ラ
レ
タ
ル
義
ニ
テ
自
分
ニ
於
テ

ハ
不
正
ノ
所
業
一
切
致
サ
ヽ
ル
ナ
リ

第
二
條　

本
會
ハ
規
約
及
ヒ
會
則
ニ
明
記
ノ
如
ク
入
會
員
ハ
神
武
天
皇
御
陵
并
ニ
橿
原
神
宮
ヘ
参
拝
之
節
ハ

入
會
鑑
札
携
帯
之
人
ハ
本
會
ヘ
御
立
寄
之
節
ハ
懇
篤
ニ
案
内
致
ス
ヘ
クママ
旨
申
シ
タ
ル
モ
素
ヨ
リ
本
會
ハ
大

成
教
直
轄
ナ
ル
ハ
言
ヲ
待
タ
ス
橿
原
神
宮
附
属
抔
ト
申
シ
タ
ル

毛
頭
無
御
座
候

第
三
條　

特
別
会
員
ノ
鑑
札
及
門
票
等
ハ
該
役
場
員
ニ
限
ラ
ス
一
般
有
志
入
會
員
ニ
ハ
本
会
規
約
第
九
条
但

シ
書
ニ
ヨ
リ
相
渡
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
鑑
札
ノ
外
数
品
相
與
ヘ
タ
ル
ハ
本
會
発
起
人
奥
野
陣
七
ガ
版
権
免

許
ヲ
得
テ
出
版
ス
ル
歴
代
ノ
巻
ヲ
無
料
ニ
テ
授
與
致
シ
タ
ル
次
第
ニ
シ
テ
不
正
ノ
金
銭
ハ
一
切
申
受
ケ
タ
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五

ル

無
之
候

第
四
条　

特
別
会
員
ヘ
加
盟
ノ
會
員
ヨ
リ
金
貮
拾
銭
領
収
致
シ
タ
ル
ハ
年
一
ヶ
度
ノ
會
費
金
ニ
シ
テ
其
返
報

ト
シ
テ
第
三
条
ノ
如
ク
版
権
免
許
ヲ
得
テ
出
版
ス
ル
図
書
ヲ
無
料
ニ
テ
進
呈
致
シ
置
候

第
五
條　

前
顕
之
通
リ
入
會
有
志
員
ニ
ハ
規
約
会
則
各
々
一
部
ツ
ヽ
相
與
熟
讀
ノ
上
入
會
致
シ
呉
レ
ラ
レ
タ

ル
義
ニ
テ
自
分
ニ
於
テ
ハ
橿
原
神
宮
附
属
抔
ト
ハ
決
シ
テ
申
サ
ス
既
ニ
畝
火
教
會
ノ
如
キ　

神
武
天
皇
ノ

御
初
穂
抔
ト
唱
ヘ
神
武
天
皇
大
麻
ニ
等
シ
キ
神
札
ヲ
携
ヘ
年
来
不
正
之
金
銭
ヲ
相
集
居
リ
タ
ル
処
既
ニ
昨

明
治
廿
三
年
中
奈
良
縣
廳
ヨ
リ
御
差
止
メ
ニ
相
成
タ
ル
モ
尚
本
年
ニ
至
リ
テ
モ
神
札
ヲ
持
チ
各
村
大
字
区

長
抔
ヘ
参
リ
會
員
外
ヘ
初
穂
等
ノ
取
斗
ヲ
申
受
ク

ノ
証
據
充
分
ニ
有
之
事
ニ
テ
本
年
七
月
廿
七
日　

神

武
天
皇
畝
火
教
會
本
部
員
事
務
係
権
少
講
義
藤
本
松
太
郎
ト
ア
ル
名
刺
ヲ
以
テ
當
国
十
市
郡
大
福
村
大
字

西
ノ
宮
区
長
村
島
四
郎
平
方
ヘ
年
々
神
武
天
皇
ノ
初
穂
ニ
参
リ
何
分
ノ
取
斗
ヲ
申
受
ケ
度
旨
申
出
金
拾
銭

ノ
取
斗
ヲ
受
ケ
畝
火
教
会
ヨ
リ
ノ
領
収
書
ヲ
相
渡
有
之
尚
十
市
郡
耳
成
村
大
字
新
賀
𠮷
田
伊
三
郎
方
ヘ
参

リ
前
同
様
大
麻
ヲ
預
ケ
初
穂
ノ
取
斗
ヲ
頼
ミ
今
ニ
神
札
及
米
銭
取
纏
メ
該
家
ニ
預
リ
有
之
趣
右
𠮷
田
伊
三

郎
氏
ヨ
リ
申
シ
居
リ
其
他
各
地
方
ニ
右
様
不
正
ノ
事
多
分
有
之
ニ
付
自
然
御
取
調
ヘ
ニ
相
成
候
節
ハ
充
分

証
據
物
取
纏
メ
上
申
候
間
此
段
答
辨
書
差
上
候
也

前
條
之
通
相
違
無
之
候
段
御
答
上
候
也

　
　

右



八
六

　

明
治
廿
四
年

　
　
　

九
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
師　

増
山
三
次
郎　

印　

畝
傍
橿
原
教
會
本
院

　
　
　
　
　

御
中

　
〔
別
紙
第
一
号
書
〕

　

�

別
冊
規
約
書
ヲ
以
テ
入
會
方
当
場
ヘ
出
願
候
ニ
付
テ
ハ
増
山
氏
壱
名
ノ
携
帯
書
類
ヲ
検
閲
候
處
全
ク
正
実

ナ
ル
畝
傍
橿
原
教
會
所
ノ
派
出
員
ニ
相
違
無
之
様
相
信
候
間
諸
君
精
々
御
入
會
相
成
度
候
段
申
添
候
也

　

明
治
廿
四
年

　
　
　
　
　

壱
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
上
郡
上
之
郷
村
役
場

（
墨
書
）

　

印　

　
　

各
大
字
組
長
御
中

　

大
字
萱
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
五
平
殿

　

大
字
中
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
法
三
郎
殿
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大
字
白
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
甚
四
郎
殿

　

大
字
芹
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
前
庄
作
殿

　

大
字
小
夫
嵩
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
七
郎
平
殿

　

大
字
三
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
定
治
郎
殿

　

大
字
瀧
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
清
治
殿

　

大
字
小
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
平
七
殿

　

大
字
修
理
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡
佐
七
殿

　

大
字
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
清
八
郎
殿



八
八

　

大
字
和
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
森
𠮷
十
郎
殿

　

各
区
長
中

「
御
答
書
」
で
増
山
三
次
郎
が
述
べ
て
い
る
こ
と
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
直
接
各
戸
を
訪
問
し
て
「
会
員
募
集
」
を
す
る
前
に
、
村
役
場
に
出
頭
し
て
村
長
以
下
吏
員
に
「
規
約
」「
会

則
」
等
を
奉
呈
し
、
大
字
区
長
に
見
せ
る
た
め
の
「
証
明
書
」
を
申
し
受
け
、
吏
員
三
名
も
入
会
を
承
諾
し

た
。
書
記
の
谷
岡
丑
松
氏
は
幹
事
に
も
加
盟
し
た
。「
規
約
」「
会
則
」
を
熟
読
の
上
の
入
会
で
あ
り
不
正
の

所
業
は
一
切
な
い
。

・
入
会
員
に
は
、
神
武
天
皇
陵
や
橿
原
神
宮
へ
参
拝
の
節
に
は
「
鑑
札
」
を
携
帯
し
て
本
会
に
立
ち
寄
れ
ば
懇

篤
に
案
内
す
る
と
は
言
っ
た
が
、
大
成
教
の
直
轄
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
で
、
橿
原
神
宮
附
属

な
ど
と
言
っ
た
こ
と
は
毛
頭
な
い
。

・
特
別
会
員
の
「
鑑
札
」
や
「
門
標
」
等
は
役
場
の
吏
員
に
限
ら
ず
一
般
の
「
有
志
入
会
員
」
に
は
「
規
約
」

第
九
条
の
但
し
書
き
に
よ
っ
て
渡
し
た
も
の
で
あ
り
、「
鑑
札
」
の
他
数
品
を
与
え
た
の
は
本
会
発
起
人
奥

野
陣
七
が
出
版
し
た
歴
代
の
巻
を
無
料
で
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
不
正
の
金
銭
は
一
切
受
け
取
っ
て
い
な

い
。
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・
特
別
会
員
へ
加
盟
し
た
会
員
か
ら
二
十
銭
領
収
し
た
の
は
年
一
度
の
「
会
費
金
」
で
、
そ
の
返
報
と
し
て
図

書
を
無
料
で
進
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
右
の
通
り
入
会
有
志
員
に
は
「
規
約
」「
会
則
」
を
与
え
て
熟
読
の
上
入
会
し
た
の
で
、
自
分
は
橿
原
神
宮

附
属
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
畝
火
教
会
は
神
武
天
皇
の
「
御
初
穂
」
と
唱
え
て
神
武
天
皇
大
麻
と
等
し
い

「
神
札
」
を
携
え
て
不
正
の
金
銭
を
集
め
て
い
る
。
昨
明
治
二
十
三
年
に
奈
良
県
庁
か
ら
差
し
止
め
に
な
っ

た
が
、
今
年
に
な
っ
て
も
「
神
札
」
を
持
っ
て
各
村
大
字
区
長
等
へ
行
き
会
員
外
に
「
初
穂
」
の
取
り
計
ら

い
を
受
け
た
こ
と
の
証
拠
は
充
分
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
会
員
募
集
」
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
役
場
に
出
向
い
て
自
ら

の
身
分
を
証
明
す
る
た
め
の
書
類
を
受
け
取
り
、
そ
の
際
吏
員
に
も
入
会
を
勧
め
て
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
書
類
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
史
料
Ⅵ
の
後
段
〔
別
紙
第
一
号
書
類
〕
で
あ
り
、
こ
れ
を
持
参
し
て
各

大
字
に
入
っ
て
「
会
員
募
集
」
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
順
が
他
の
教
会
等
に
よ
る
「
会
員
募
集
」

で
も
用
い
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は
い
ま
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
役
場
か
ら
の
書
類
も
持
参
す
る
と
な
る
と
、

畝
傍
橿
原
教
会
と
の
名
称
と
も
相
俟
っ
て
、
橿
原
神
宮
と
畝
傍
橿
原
教
会
と
の
関
係
が
畝
傍
橿
原
教
会
の
側
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
だ
け
の
条
件
は
整
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
増
山
三
次
郎
は
「
橿
原
神
宮
附
属
抔
ト
申
シ
タ
ル

毛
頭
無
御
座
候
」「
橿
原
神

宮
附
属
抔
ト
ハ
決
シ
テ
申
サ
ス
」
と
繰
り
返
し
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



九
〇

な
お
奈
良
県
庁
文
書
に
は
、『
奈
良
県
行
政
文
書
講
社
教
会
所
』
に
限
ら
ず
多
く
の
畝
傍
橿
原
教
会
に
関
す

る
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
関
連
史
料
の
研
究
を
進
め
た
い
。

五
、「
会
員
募
集
」
の
足
跡

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
畝
傍
橿
原
教
会
は
各
地
を
訪
問
し
て
の
会
員
の
勧
誘
を
活
動
の
重
要
な
柱
と

し
て
い
た
。
そ
の
成
否
は
、
畝
傍
橿
原
教
会
に
と
っ
て
浮
沈
に
か
か
わ
る
重
大
事
で
あ
っ
た
。

以
下
に
み
る
の
は
、
資
料
館
・
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
、
あ
る
い
は
著
者
が
入
手
す
る
に
至
っ
た
畝
傍
橿
原

教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
で
あ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
例
と
同
様
の
史
料
は
、
今
後
さ
ら
に
確
認
さ

れ
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
の
史
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
門
標
」「
印

鑑
」、
あ
る
い
は
領
収
書
の
類
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
畝
傍
橿
原
教
会
に
あ
っ
て
は
会
員

は
さ
ま
ざ
ま
な
刷
物
・
書
籍
の
類
を
教
会
か
ら
呈
與
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
刷
物
・
書
籍
の
類
も

畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
の
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
刷
物
・
書
籍
の
類
は
、
と
も
す
る
と
博
物
館
や
資
料
館
・
史
料
館
等
に
諸
家
文
書
等
に
含
ま
れ

て
保
存
・
利
用
さ
れ
る
よ
り
は
、
図
書
館
等
で
図
書
等
と
し
て
保
存
・
利
用
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
で
あ
ろ
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う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
刷
物
・
書
籍
の
類
の
た
ど
っ
て
き
た
履
歴
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
多

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
畝
傍
橿
原
教
会
の
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
を
み
る
の
に
際
し
て
、
敢
え
て
「
門

標
」「
印
鑑
」、
あ
る
い
は
領
収
書
の
類
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
、「
門
標
」「
印
鑑
」、
あ
る
い

は
領
収
書
の
類
は
一
括
し
て
保
存
さ
れ
、
住
所
・
氏
名
や
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
が

畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
を
今
日
に
伝
え
る
史
料
と
し
て
極
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
こ

と
に
、
異
論
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

奈
良
県

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
の
大
和
国
葛
上
郡
名
柄
村
中
野
家
文
書
に
は
「
畝
傍
橿
原
教
会
特
別
員
証
他
四
点
」（
請

求
記
号
、
50
／
18
／
27
、
資
料
Ｉ
Ｄ
５
５
７
０
０
２
２
９
０
）
と
し
て
、「　

特
別
員

／
畝
傍
橿
原
教
会

／ 

印
」
と
あ
る
「
門
標
」
（
９
）二
点
、表
面
に
「
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
／ 

印
」
と
あ
り
、裏
面
に
そ
れ
ぞ
れ
「
第
『
三

六
〇
〇
』
號
／
『
葛
上
郡
吐
田
郷
村
大
字
東
名
柄
』
／　

特
別
員
『
中
野
利
三
郎
君
』
／
明
治
『
廿
四
』
年
『
四
』

月
入
會
」「
第
『
三
六
〇
一
』
號
／
『
葛
上
郡
吐
田
郷
村
大
字
東
名
柄
』
／　

特
別
員
『
中
野
利
右
衛
門
君
』
／

明
治
『
廿
四
』
年
『
四
』
月
入
會
」
と
記
さ
れ
た
「
畝
傍
橿
原
教
会
印
鑑
」
二
点
、
そ
し
て
、「
畝
傍
橿
原
教
會

本
院
／
教
師
兼
督
事
／
少
講
義
永
野
鶴
吉
」
と
の
印
が
捺
さ
れ
た
名
刺
一
点
が
あ
る
。
ま
た
同
文
書
に
は
「
少
教

正
奥
野
陣
七
編
輯
畝
傍
山
東
北
御
陵
并
ニ
橿
原
神
宮
真
景
」（
明
治
二
十
四
年
六
月
六
日
版
権
所
有
、
明
治
二
十

七
年
五
月
十
一
日
再
版
発
行
）（
請
求
記
号
50
／
18
／
92
、
資
料
Ｉ
Ｄ
５
５
７
０
０
２
３
２
８
）
が
あ
る
。



九
二

兵
庫
県

著
者
は
、「
特
別
員
」「
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
印
」
と
の
印
が
捺
さ
れ
た
「
門
標
」
一
点
（
図
１
）、
表
面
に
「
畝

傍
橿
原
教
會
本
院
印
」
と
の
印
が
捺
さ
れ
、
裏
面
に
「
第
『
二
五
三
五
』
號
／
『
兵
庫
』
縣
『
丹
波
』
國
『
多

紀
』
郡
『
南
河
内
』
村
大
字
『
川
北
村
』
第
『
四
拾
五
番
屋
敷
』
／
特
別
會
員
『
山
本
誠
』
／
年
齡
『
弐
拾
六
』

年　

月
生
／
明
治
『
廿
四
』
年
『
十
二
』
月
『
廿
八
』
日
入
會
」
と
記
さ
れ
た
「
印
鑑
」
一
点
を
所
蔵
す
る
。

橿
原
神
宮
関
係
文
書

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
橿
原
神
宮
関
係
文
書
に
は
「
畝
傍
橿
原
教
会
証
書
」（
請
求
記
号
一
六
一
─
一

二
近
二
九
─
一
）
と
し
て
、
明
治
二
十
七
年
八
月
二
十
九
日
付
で
上
田
彦
治
郎
宛
の
「
特
別
會
員
」
と
し
て
の

「
五
ヶ
年
度
分
」
の
会
費
二
十
銭
の
領
収
証
一
点
、「
特
別
會
員
」
と
記
さ
れ
た
「
門
標
」
一
点
、「
畝
傍
橿
原

教
會
本
院
印
」
と
の
印
が
捺
さ
れ
た
「
印
鑑
」
一
点
が
あ
る
（
（1
（

。

岐
阜
県

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
阿あ

子す

田だ

家
文
書
に
は
「
会
員
仮
待
遇
券
（
原
本
）
奈
良
県
橿
原
神
宮
境
外
畝
傍
橿
原
教

会
本
院
第
二
分
教
会
事
務
所
」（
文
書
番
号
阿
子
田
家
Ｂ
30
─
⑵
─
31
）
と
し
て
、
表
面
に
「
會
員
仮
待
遇
券

／
右
ハ
本
會
創
立
ノ
主
意
御
賛
成
被
成
下
表
面
之
會
員
ニ
御
加
盟
之
上
本
院
ヨ
リ
通
知
之
通
一
時
御
納
金
被
成

下
難
有
奉
厚
謝
候
就
テ
ハ
本
會
之
理
由
書
ニ
述
ル
如
ク
漸
次
其
事
業
ヲ
執
行
シ
當
集
金
之
内
ヲ
以
テ　

皇
靈
ニ

對
シ
奉
リ
崇
敬
之
爲
メ
例
年
四
月
二
日
三
日
兩
日
橿
原
神
宮
境
内
外
ニ
於
テ
競
馬
會
及
煙
火
大
會
ヲ
執
行
シ
又



畝傍橿原教会による「会員募集」

九
三

図１　畝傍橿原教会「門票」（16.5cm×8.5cm）
著者所蔵

（兵庫県丹波国紀郡南河村大字川北村山本誠）
（明治24年12月28日入会）



九
四

向
後
例
年
春
秋
兩
度
能
樂
等
ヲ
奉
納
ス
其
當
日
ハ
勿
論
平
素
ト
雖

橿
原
神
宮
及　

神
武
天
皇
御
陵
ヱ
參
拝
之

節
此
票
鑑
ヲ
以
テ
參
院
有
之
ハ
其
會
員
ノ
區
別
ニ
因
リ
懇
篤
ニ
待
遇
可
致
候
様
本
院
ニ
通
知
候
間
票
鑑
ヲ
呈
シ

置
候
也
／
奈
良
縣
橿
原
神
宮
境
外
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
／
紀
元
二
千
五
百
五
十　

年　

第
二
分
教
會
事
務
所
」

と
印
刷
さ
れ
、
裏
面
に
「『
第
九
〇
九
八
號
』
／
『
岐
阜
』
縣
『
三（美
濃
）ノ』
国
『
揖
斐
』
郡
『
本
郷
』
村
／
『
通

常
阿
子
田
積
』
殿
／
畝
傍
橿
原
教
會
々
員
タ
ル
ヲ
證
ス
／
明
治
『
三
十
一
』
年
『
四
』
月
『
廿
七
』
日
」
と
記

さ
れ
た
も
の
一
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
明
治
卅
一
年
四
月
廿
七
日
／
畝
傍
橿
原
教
會
々
員
証
入
／
但
其
他
書

類
入
」
と
記
さ
れ
た
包
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
文
書
「
歳
分
日
誌
」（
文
書
番
号
阿
子
田
家
Ｂ
10
─
⑹
─
13
）
明
治
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
条

に
は
史
料
Ⅶ
の
通
り
の
記
載
が
あ
る
。

史
料
Ⅶ　

明
治
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
「
歳
分
日
誌
」「
畝
傍
橿
原
教
会
結
社
掛
来
訪
」

仝
廿
七
日
曇
気
（
略
）

天
皇
御
歴
代
御
陵
遥
拝
所
建
設

大
和
国
畝
傍
橿
原
神
宮
会
員
結
社
掛
弐
名
来
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
午
十
二
時
過
帰
ス

今
度
大
和
国
橿
原
神
宮
境
外
ニ
天
皇
御
歴
代
御
陵
遥
拝
所
新
築
ノ
よ
し
右
ニ
付
有
志
寄
付
金
ニ
応
し



畝傍橿原教会による「会員募集」

九
五

�

區
別
ヲ
定
メ
特
別
会
員
ハ
金
十
円
以
上
賛
助
会
員
ハ
金
三
円
以
上
通
常
会
員
ハ
金
一
円
以
上
ノ
よ
し
依
頼
と

し
て
右
弐
名
来
り

�
通
常
会
員
ニ
入
社
し
寄
附
金
即
納
ノ
規
則
ニ
随
ひ
『（
朱
書
）
金
壱
円
相
渡
』
右
ノ
受
取
証
外
ニ
会
員
券
御
供
物
哥
ノ

判
す
り
一
枚
貰
ひ
申
候

こ
こ
に
、
阿
子
田
家
へ
の
「
大
和
国
畝
傍
橿
原
神
宮
会
員
結
社
掛
弐
名
」
の
来
訪
と
「
通
常
会
員
」
へ
の
「
入

社
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
「
畝
傍
橿
原
神
宮

0

0

会
員
結
社
掛
」（
傍

点
引
用
者
）
と
あ
る
の
は
不
正
確
で
あ
る
。

な
お
史
料
Ⅶ
の
末
尾
に
は
、「
寄
附
金
即
納
ノ
規
則
」
に
よ
っ
て
金
一
円
を
「
相
渡
」
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
受

取
証
」
の
他
に
「
会
員
券
」「
御
供
物
」「
哥
ノ
判
す
り
一
枚
」
を
「
貰
」
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
史
料
Ⅰ
で
み
た
「
規
約
」「
会
則
」
に
は
そ
の
根
拠
が
み
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
規
則
」「
会
則
」
の

他
に
、
細
則
等
と
し
て
根
拠
と
な
る
条
文
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
こ
そ
が
「
会
員
募
集
」
の
実
態
で

あ
っ
た
の
か
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
も
そ
も
史
料
Ⅵ
に
立
ち
戻
っ
て
見
直
し
て
も
、
そ
の
「
第

三
条
」「
第
四
条
」
は
、「
図
書
」
の
「
無
料
」
で
の
「
授
與
」「
進
呈
」
に
つ
い
て
繰
り
返
し
説
明
す
る
と
と

も
に
、「
不
正
ノ
金
銭
」
を
「
一
切
」
受
取
っ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
「
会
員
募
集
」
に
当
っ
て
は
、
現
場
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
部
分
も
多
く
、
従
っ
て
後
に
そ
の
内
実
を
問
わ



九
六

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

山
梨
県

国
文
学
研
究
資
料
館
の
甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻
村
井
尻
家
文
書
に
は
「
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
関
係
書
類
」（
請

求
番
号
35
Ｓ
／
０
１
２
８
４
）
と
し
て
、
明
治
三
十
四
年
六
月
十
九
日
付
の
金
二
円
、
現
金
取
扱
人
長
井
秀
三

郎
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
畝
傍
橿
原
教
会
本
院
の
「
井
尻
源
三
殿
」
宛
の
「
会
費
金
假
領
収
証
」
一
点
（
（1
（

、
明
治

三
十
四
年
七
月
五
日
付
「
井
尻
源
三
殿
」
宛
の
「
通
常
会
員
」
と
し
て
の
「
満
年
度
」
分
の
会
費
二
円
の
領
収

証
一
点
と
、
表
面
に
「
永
世
待
遇
券
／
右
ハ
本
會
『
長
井
秀
三
郎
』
ヲ
以
テ
御
依
頼
申
上
候
處
創
立
ノ
主
意
ヲ

御
賛
成
被
成
下
候
段
難
有
奉
謝
候
就
テ
ハ
本
會
主
意
書
ニ
述
ル
如
ク
漸
次
其
事
業
ヲ
執
行
シ
尚　

皇
靈
ニ
對
シ

奉
リ
例
年
四
月
二
日
三
日
両
日
祭
典
ニ
ハ
橿
原
神
宮
境
外
ニ
於
テ
煙
火
大
會
武
術
會
等
ヲ
執
行
候
ニ
付
當
日
ハ

勿
論
平
素
ト
雖
モ
參
拝
ノ
節
參
院
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
於
テ
ハ
會
員
ノ
區
別
ニ
因
リ
懇
篤
ニ
待
遇
可
致
候
爲
其
永
世
待

遇
券
ヲ
呈
シ
置
候
也
／
明
治
『
卅
四
』
年
『
七
』
月
『
五
』
日
／
奈
良
縣
橿
原
神
宮
境
外
／
畝
傍
橿
原
教
會
本

院
」
と
印
刷
さ
れ
、
裏
面
に
「
第
『
三
三
五
〇
』
號
／
通
常
會
員
章
／
『
井
尻
源
三
』
殿
」
と
あ
る
「
永
世
待

遇
券
」
一
点
の
計
二
点
が
、
表
面
に
「
井
尻
源
三
殿
／
會
員
章
在
」
と
記
さ
れ
、
裏
面
に
「
奈
良
縣
橿
原
神
宮

境
外
／
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
／
明
治
卅
『
四
』
年
『
七
』
月
『
五
』
日
」
と
の
印
が
あ
る
袋
に
納
め
ら
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、「
畝
傍
山
東
北
御
陵
／
并
ニ
橿
原
神
宮
／
真
景
／
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
／
権
大
教
正
奥
野
陣
七
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謹
誌
」
と
の
袋
に
納
め
ら
れ
た
「
畝
傍
山
東
北
御
陵
／
并
ニ
橿
原
神
宮
／
真
景
／
奈
良
縣
橿
原
神
宮
境
外
／
發

行
者
／
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
／
編
輯
印
刷
兼
発
行
代
表
者
／
權
大
教
正
奥
野
陣
七
謹
誌
」「
明
治
廿
四
年
四
月

十
一
日
發
行
仝
年
六
月
六
日
版
權
免
許
仝
卅
三
年
十
二
月
五
日
再
版
（
（1
（

」
一
点
、
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
伊
勢

神
宮
／
官
國
幣
社
／
遥
拝
之
巻
全
」（
袋
と
も
）
一
点
、
や
は
り
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
皇
祖
天
神
／
歴
代

皇
霊
／
遥
拝
之
巻
全
」（
袋
と
も
）
一
点
、
明
治
十
年
二
月
十
一
日
「
今
上
皇
帝
神
武
天
皇
御
陵
御
参
幸
之
節

奉
奏
之
御
祝
詞
」（「
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
發
行
之
章
」
の
捺
印
あ
り
）
一
点
、「
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
／
大
講

義
長
井
秀
三
郎
」
と
の
名
刺
一
点
が
あ
る
。

以
上
、
管
見
の
限
り
の
各
家
文
書
等
に
み
え
る
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
を
示
す
史
料

に
つ
い
て
み
た
。
先
に
は
、
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
刷
物
・
書
籍
の
類
の
み
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
足

跡
を
示
す
史
料
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
述
べ
た
が
、
右
に
み
た
幾
つ
か
の
例
の
よ
う
に
、「
領

収
証
」「
仮
待
遇
券
」
等
と
一
緒
に
刷
物
・
書
籍
の
類
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
刷
物
・
書
籍
の
類
は

む
し
ろ
よ
り
強
力
に
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
の
足
跡
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。



九
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六
、
阪
正
臣
の
訪
問

こ
こ
で
は
、
畝
傍
橿
原
教
会
へ
の
阪
正
臣
（
樅
屋
）
の
訪
問
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
も
っ

と
も
、
畝
傍
橿
原
教
会
と
い
う
よ
り
は
奥
野
陣
七
へ
の
訪
問
で
あ
っ
て
、
会
員
が
畝
傍
橿
原
教
会
を
訪
れ
た
と

い
う
の
で
は
な
い
。
奥
野
陣
七
の
名
を
聞
き
及
ぶ
に
至
っ
て
、
神
武
天
皇
陵
を
は
じ
め
と
す
る
名
所
・
旧
跡
等

の
案
内
を
乞
う
て
畝
傍
橿
原
教
会
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
阪
正
臣
の
畝
傍
橿
原
教
会
へ
の
訪
問

は
、
本
来
本
稿
で
注
目
し
て
い
る
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
会
員
募
集
」
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
と
は
言

い
な
が
ら
、
こ
こ
に
み
よ
う
と
し
て
い
る
阪
正
臣
の
訪
問
か
ら
は
、「
会
員
募
集
」
の
実
態
か
ら
み
え
る
畝
傍

橿
原
教
会
の
姿
と
は
ま
た
異
っ
た
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
左
に
引
く
史
料
Ⅷ
は
、
当
代
一
流
の
知

識
人
と
奥
野
陣
七
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
ま
さ
に
直
接
の
記
録
で
あ
る
。
早
速
史
料
に
接
す
る
こ
と
に
し
た

い
。阪

正
臣
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
樅
屋
全
集
巻
五
』（
昭
和
七
年
八
月
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
樅
屋
全
集
』

は
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
宮
内
省
御
歌
所
の
寄
人
・
主
事
を
つ
と
め
た
阪
正
臣
の
著
作
を
そ
の
子
息
の
阪
匡
身

が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
第
五
」
の
「
帰
京
と
吉
野
山
詣
で
」
に
奥
野
陣
七
が
み
え
る
。

そ
の
「
帰
京
と
吉
野
山
詣
で
」
は
、
正
臣
が
明
治
三
十
六
年
四
月
三
日
に
新
橋
を
発
ち
、
同
年
（
（1
（

四
月
二
十
二

日
に
新
橋
に
向
け
て
京
都
を
発
つ
ま
で
の
旅
中
を
記
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
間
阪
正
臣
は
、
四
月
十
四
日
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に
「
三
輪
神
社
」（
大
神
神
社
、
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
）
か
ら
久
米
寺
（
奈
良
県
橿
原
市
久
米
町
）
を
経
て
橿

原
神
宮
に
至
っ
た
。
左
に
史
料
Ⅷ
と
し
て
引
く
通
り
で
あ
る
。

史
料
Ⅷ　

明
治
三
十
六
年
四
月
十
四
日
阪
正
臣
「
帰
郷
と
吉
野
詣
で
」

�

去
り
て
久
米
寺
に
い
た
り
、
橿
原
神
宮
の
前
な
る
奥
野
陣
七
と
い
ふ
翁
を
と
ふ
、
不
在
な
り
し
か
ば
、
と
な

り
の
茶
店
に
て
ひ
る
げ
た
ぶ
。
さ
て
ま
ね
け
は
ゆ
く
に
、
舎
人
親
王
の
御
墓
と
お
ぼ
し
き
よ
り
い
で
た
る
瓦

な
り
と
て
、
い
と
か
た
き
煉
瓦
や
う
の
も
の
を
見
す
。
又
生
駒
郡
生
駒
村
大
字
大
平
尾
よ
り
出
た
る
岩
壺
と

い
ふ
も
の
と
、
い
そ
の
か
み
ふ
る
の
瀧
に
あ
る
烏
帽
子
石
と
い
ふ
と
を
あ
た
へ
ら
る
、
そ
の
外
御
陵
墓
参
拝

一
覧
、
神
武
天
皇
御
一
代
記
な
ど
く
さ
〴
〵
お
く
ら
る
。
且
案
内
し
て
神
武
の
御
陵
、
綏
靖
の
御
陵
、
安
寧
、

懿
徳
の
御
陵
な
ど
、
つ
ぎ
〴
〵
拝
ま
せ
ら
る
。
綏
靖
の
御
陵
は
神
武
の
よ
り
す
こ
し
東
北
の
平
な
る
地
に
あ

り
、
三
代
四
代
の
御
陵
は
う
ね
び
山
の
西
南
な
り
。
か
く
て
鳥
屋
と
い
ふ
所
を
す
ぐ
、
こ
ゝ
は
古
の
鳥
坂
な

り
と
ぞ
。
宣
化
天
皇
、
同
皇
后
の
御
陵
を
拝
し
、
源
氏
山
又
墓
山
と
い
ふ
を
右
に
見
て
、
蜜
柑
の
木
ど
も
生

ひ
た
る
あ
た
り
を
わ
け
〳
〵
し
て
あ
る
岡
に
の
ぼ
る
。
道
も
な
き
所
を
木
の
根
に
す
が
り
て
の
ぼ
る
に
、
大

き
な
る
石
あ
り
、
正
面
よ
り
は
六
尺
ば
か
り
、
う
し
ろ
よ
り
は
一
丈
に
あ
ま
る
べ
し
、
上
の
平
な
る
所
は
長

さ
三
丈
幅
一
間
ば
か
り
に
て
角
な
る
く
ぼ
み
二
つ
あ
り
、
大
き
さ
三
尺
四
方
ば
か
り
、
こ
ゝ
に
む
し
ろ
し
き

て
、
奥
野
翁
か
ね
て
子
ど
も
に
い
ひ
つ
け
て
酒
肴
を
は
こ
ば
せ
た
り
。
こ
の
石
の
上
に
ゐ
て
の
み
く
ふ
。
こ



一
〇
〇

の
石
ぞ
弘
法
大
師
の
か
ゝ
れ
し
益
田
の
池
の
碑
の
臺
な
り
け
る
。
を
し
き
か
な
、
碑
を
ば
高
取
城
を
き
づ
く

時
、
名
碑
を
も
て
い
し
が
き
に
す
れ
ば
城
崩
れ
ず
と
い
ふ
妄
言
を
信
じ
、
く
だ
き
て
も
て
ゆ
き
た
り
と
か
、

あ
は
れ
今
あ
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
め
で
た
き
も
の
な
ら
ん
を
と
、
涙
も
お
ち
に
け
り
。
あ
ま
り
に
時
う
つ

れ
ば
、
な
ご
り
は
つ
き
ね
ど
、
車
は
し
ら
せ
て
、
畝
傍
停
車
場
へ
む
か
ふ
。
久
米
川
を
わ
た
り
、
又
明
日
香

川
を
わ
た
る
、
奥
野
翁
車
夫
の
苦
む
を
叱
し
て
見
送
ら
る
、
い
た
は
し
き
こ
ゝ
ち
す
。
車
の
出
る
ま
で
ま
ど

さ
し
の
ぞ
き
て
も
の
か
た
ら
る
（
（1
（

。

「
畝
傍
停
車
場
」
で
奥
野
陣
七
と
別
れ
た
阪
正
臣
は
、
梅
田
に
着
い
た
後
、
玉
江
町
の
山
田
正
賢
の
も
と
に

午
後
九
時
頃
に
着
き
、
山
田
と
西
田
豊
に
も
て
な
さ
れ
た
。

右
の
引
用
は
い
か
に
も
奥
野
陣
七
の
姿
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
奥
野
陣
七
に
「
舎
人
親
王
の
御
墓
と
お
ぼ
し
き
」
か
ら
出
た
「
瓦
」
で
と
て
も
堅
い
「
煉
瓦
」
様
の
も
の
を

見
せ
ら
れ
た
。

・
ま
た
、「
生
駒
郡
生
駒
村
大
字
大
平
尾
」
か
ら
出
た
「
岩
壺
」
と
、「
い
そ
の
か
み
ふ
る
瀧
」
に
あ
る
「
烏
帽

子
石
」
を
貰
っ
た
。

・
そ
の
他
に
も
、「
御
陵
墓
参
拝
一
覧
」「
神
武
天
皇
御
一
代
記
」
等
い
ろ
い
ろ
贈
ら
れ
た
。

・
神
武
・
綏
靖
・
安
寧
・
懿
徳
天
皇
陵
等
を
拝
ん
だ
。
綏
靖
天
皇
陵
は
神
武
天
皇
陵
よ
り
少
し
東
北
の
平
地
に
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一
〇
一

あ
る
。
第
三
代
安
寧
天
皇
陵
・
第
四
代
懿
徳
天
皇
陵
は
畝
傍
山
の
西
南
で
あ
る
。

・
こ
う
し
て
鳥
屋
を
過
ぎ
た
が
こ
こ
は
古
の
鳥
坂
と
い
う
。
宣
化
天
皇
陵
・
同
皇
后
陵
（
（1
（

を
拝
み
、「
源
氏
山
」「
墓

山
」
を
右
に
見
て
蜜
柑
の
木
が
生
え
る
辺
り
を
分
け
入
っ
て
あ
る
岡
に
登
っ
た
。

・
道
も
な
い
所
を
木
の
根
に
縋
っ
て
登
る
と
大
き
な
石
が
あ
っ
た
。
正
面
か
ら
は
六
尺
計
り
後
か
ら
は
一
丈
余

り
で
あ
る
。
上
の
平
な
所
は
長
さ
三
丈
幅
一
間
計
り
で
角
の
窪
み
は
二
つ
で
三
尺
四
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
莚

を
敷
き
予
め
奥
野
翁
が
子
ど
も
に
言
い
つ
け
て
あ
っ
た
酒
肴
を
運
ば
せ
石
の
上
で
飲
食
を
し
た
。

・
こ
の
石
こ
そ
弘
法
大
師
の
「
益
田
の
池
の
碑
」
の
台
で
あ
る
。
惜
し
く
も
碑
を
高
取
城
を
築
く
時
に
名
碑
を

石
垣
に
す
れ
ば
城
が
崩
れ
な
い
と
の
妄
言
を
信
じ
砕
い
て
持
っ
て
い
っ
た
と
い
う
が
、
今
あ
れ
ば
ど
ん
な
に

か
立
派
だ
っ
た
も
の
を
と
涙
も
落
ち
た
。

・
と
て
も
時
間
が
た
っ
た
の
で
、
名
残
は
尽
き
な
か
っ
た
が
車
を
走
ら
せ
畝
傍
停
車
場
へ
向
か
っ
た
。
久
米

川
・
明
日
香
川
を
渡
っ
た
。
奥
野
翁
は
車
夫
が
苦
し
む
の
を
叱
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
、
労
し
く
思
っ
た
。
電

車
の
出
発
ま
で
窓
を
覗
い
て
話
を
し
て
く
れ
た
。

こ
こ
に
奥
野
陣
七
は
、
橿
原
神
宮
の
前
に
あ
っ
て
天
皇
陵
や
史
跡
等
に
詳
し
く
、
自
ら
著
し
た
刷
物
・
書
籍

等
を
配
布
す
る
と
と
も
に
快
く
現
地
を
案
内
し
、
さ
ら
に
は
酒
肴
を
も
共
に
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
奥
野
陣
七
に
よ
る
阪
正
臣
へ
の
厚
遇
が
、
他
の
訪
問
者
に
も
、
あ
る
い
は
畝
傍
橿
原
教
会
の

会
員
に
も
な
さ
れ
た
訳
で
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
阪
正
臣
は
当
時
宮
中
の
御
歌
所
寄
人
で
あ
る
と
と
も
に
従



一
〇
二

六
位
で
あ
る
（
（1
（

。
奥
野
陣
七
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
対
応
を
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

直
接
奥
野
陣
七
と
と
も
に
天
皇
陵
や
史
跡
を
経
巡
っ
た
人
物
の
記
録
と
し
て
、
阪
正
臣
に
よ
る
「
帰
郷
と
吉
野

詣
で
」
の
こ
の
記
述
は
掛
け
替
え
が
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
前
稿
に
続
く
著
者
に
よ
る
畝
傍
橿
原
教
会
ま
た
奥
野
陣
七
に
関
す
る
著
述
で
あ
る
。「
会
員
募
集
」

に
焦
点
を
当
て
て
、「
規
約
」「
会
則
」
に
み
ら
れ
る
枠
組
み
と
募
集
の
実
態
の
双
方
か
ら
畝
傍
橿
原
教
会
に
迫

ろ
う
と
し
た
の
が
主
眼
で
あ
る
。
な
お
畝
傍
橿
原
教
会
な
り
そ
の
主
宰
者
の
奥
野
陣
七
、
ま
た
そ
の
前
身
で
あ

る
報
国
社
に
つ
い
て
の
研
究
を
継
続
し
て
、
国
家
神
道
の
中
核
と
位
置
付
け
ら
れ
た
神
武
天
皇
陵
や
橿
原
神
宮

と
、
教
派
神
道
大
成
教
の
一
教
会
と
し
て
の
畝
傍
橿
原
教
会
や
そ
の
主
宰
者
で
あ
る
奥
野
陣
七
と
の
間
に
生
じ

た
協
力
関
係
も
し
く
は
軋
轢
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
敢
え
て
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
、
神
武
天
皇
陵
の
み
な
ら
ず
天
皇
陵
と
い
う
も
の
は
、

決
し
て
所
与
の
前
提
と
し
て
そ
こ
に
在
り
続
け
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
あ
っ
て
新
た
に

造
り
出
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
陵
と
い
う
概
念
が
あ
く
ま
で
も
皇
室

制
度
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
極
く
当
然
の
こ
と
に
眼
が
向
け
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
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一
〇
三

極
め
て
容
易
に
首
肯
で
き
る
筋
合
い
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
皇
室
制
度
は
各
時
代
に
あ
っ
て
そ
れ
な
り
の

変
遷
を
遂
げ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
長
い
そ
の
歴
史
に
わ
た
っ
て
不
変
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
。
天
皇
陵
も
ま
た
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
問
題
に
話
を
戻
せ
ば
、
本
稿
で
み
た
畝
傍
橿
原
教

会
は
、
教
派
神
道
大
成
教
の
一
教
会
と
し
て
、
神
武
天
皇
陵
を
造
り
上
げ
て
き
た
人
び
と
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

て
き
た
結
社
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
畝
傍
橿
原
教
会
が
ど
の

よ
う
に
「
会
員
募
集
」
を
行
な
っ
て
教
勢
を
拡
大
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
神
武
天
皇
陵
に

対
す
る
一
般
の
人
び
と
の
崇
敬
な
り
信
仰
な
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い

う
こ
と
と
大
い
に
密
接
な
関
係
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
二
十
三
年
四
月
二
日
に
は
神
武
天
皇
と
そ
の
皇
后
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
姫
命

を
祭
神
と
す
る
橿
原
神
宮
が
明
治
天
皇
に
よ
り
創
建
さ
れ
る
。
そ
の
橿
原
神
宮
は
当
然
国
家
神
道
の
側
に
存
す

る
。
国
家
神
道
の
側
に
属
す
る
神
武
天
皇
陵
・
橿
原
神
宮
と
、
教
派
神
道
の
側
に
属
す
る
畝
傍
橿
原
教
会
等
が

三
角
形
を
成
し
て
い
た
と
い
う
の
が
こ
の
間
の
事
情
の
一
応
の
図
式
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
程
危
う
い
三
角
形

も
稀
で
あ
ろ
う
。
著
者
に
よ
っ
て
い
ず
れ
著
さ
れ
る
論
文
で
は
、
そ
の
教
派
神
道
の
側
の
畝
傍
橿
原
教
会
の
衰

退
等
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
研
究
を
成
り
立
た
せ
る
に
足
る
だ
け
の
史
料
の
可
能
性
も
、
本
稿
執
筆
の
た
め



一
〇
四

の
準
備
の
過
程
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
諸
種
の
史
料
を
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り

と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
畝
傍
橿
原
教
会
に
つ
い
て
の
史
料
の
検
索
・
読
解
・
研
究
に
勤
し
む
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
）
例
え
ば
、
拙
著
『
天
皇
陵
の
誕
生
』（
祥
伝
社
新
書
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
で
も
「
三
章　
幕
末
に
成
っ
た
神
武
天
皇

陵
─
『
聖
域
』
に
群
が
る
人
び
と
─
」
で
奥
野
陣
七
、
ま
た
報
国
社
・
畝
傍
橿
原
教
会
に
つ
い
て
触
れ
た
。

（
２
）
高
瀬
道
常
に
よ
る
「
大
日
記
」
は
、
廣
吉
壽
彦
・
谷
山
正
道
編
『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
上
巻
・
下
巻
』（
清
文

堂
史
料
叢
書
巻
一
〇
一
・
一
〇
二
刊
、
一
九
九
九
年
一
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
「
大
日
記
」
に
つ
い

て
同
書
に
拠
る
。

（
３
）『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
上
巻
』
四
九
八
頁
。

（
４
）『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
下
巻
』
五
八
六
頁
。

（
５
）『
大
和
国
髙
瀬
道
常
年
代
記
下
巻
』
九
五
四
頁
。

（
６
）
前
稿
三
十
七
～
四
〇
頁
。

（
７
）『
橿
原
神
宮
史
巻
一
』
一
八
九
頁
。
典
拠
は
「『
橿
原
神
宮
史
稿
』
─
社
務
日
誌
」。

（
８
）
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
奈
良
県
庁
文
書
。
請
求
番
号
Ｍ
20
─
36
。

（
９
）「
門
標
」「
印
鑑
」
に
つ
い
て
は
、「
規
約
」
第
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）「
規
約
」
第
九
条
に
示
さ
れ
た
「
印
鑑
」
の
雛
型
に
よ
れ
は
、「
印
鑑
」
の
裏
面
に
は
住
所
・
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い

る
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
関
係
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
「
印
鑑
」
の
裏
面
の

画
像
を
欠
く
。
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一
〇
五

（
11
）
こ
の
「
会
費
假
領
収
証
」
に
は
、
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
新
入
会
員
か
ら
の
会
費
納
入
の
手
順
が
よ
く
示
さ
れ
て
い

て
興
味
深
い
。
左
は
そ
の
文
面
で
あ
る
。

　
　
　

第　
長　

井

秀
三
郎　

號　

會
費
金
假
領
収
証

　
　
　

一
金
『
弐
圓
也
』　　

現
金
取
扱
人　
長　

井

秀
三
郎　

　

�

右
ハ
本
會
創
立
ノ
主
意
ニ
御
賛
成
ノ
上
會
費
金
ト
シ
テ
前
記
金
円
御
納
被
下
正
ニ
領
収
仕
候
就
テ
ハ
現
金
取
扱
人
ハ

其
時
毎
ニ
現
金
相
添
ヘ
報
告
有
之
筈
ニ
付
該
報
告
有
之
次
第
本
院
名
簿
ニ
登
記
ノ
上
領
収
本
証
及
永
世
待
遇
券
ヲ
郵

書
ヲ
以
テ
奉
呈
仕
候
為
其
仮
領
収
証
ヲ
呈
シ
置
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
縣
橿
原
神
宮
境
外

　

明
治
『
卅
四
』
年
『
六
』
月
『
十
九
』
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畝
傍
橿
原
教
會
本
院　

印

　
『
井
尻
源
三
』
殿

　

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
井
尻
源
三
の
場
合
は
、
明
治
三
十
四
年
六
月
十
九
日
に
「
会
費
金
仮
領
収
証
」
が
発
行
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
日
に
「
畝
傍
橿
原
教
会
大
講
義
長
井
秀
三
郎
」
の
訪
問
を
受
け
て
通
常
会
員
と
し
て
入

会
し
、
同
年
七
月
五
日
付
の
領
収
書
が
後
日
郵
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

（
12
）
こ
の
「
真
景
」
は
、
縦
五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
七
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
型
の
も
の
で
、
報
国
社
・

畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
「
真
景
」
と
し
て
他
に
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
図
柄
は
「
畝
傍
山
」「
安
寧
陵
」「
吉
田
」「
宣

化
陵
」「
懿
徳
陵
」「
池
尻
」「
鳥
屋
」「
深
田
池
」「
畝
傍
」「
橿
原
神
宮
」「
畝
傍
橿
原
教
會
本
院
」「
畝
傍
橿
原
教
會
本



一
〇
六

院
用
地
」「
久
米
」「
久
米
寺
」「
石
川
」「
孝
元
陵
」「
大
久
保
」「
天
香
具
山
」「
敕
使
舘
」「
神
武
天
皇
御
陵
」「
耳
成
山
」

「
綏
靖
陵
」「
八
木
」「
今
井
」
等
を
俯
瞰
し
て
描
く
も
の
で
、
上
部
に
は
左
に
引
く
文
章
を
記
す
。
長
文
で
は
あ
る
が
、

後
段
に
は
奥
野
陣
七
な
り
の
感
慨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

　

皇
祖
神
武
天
皇
御
諱
ハ
神
日
本
磐
余
日
子
火
々
出
見
尊
ト
申
奉
リ

天�
照
皇
大
御
神
五
世
孫
天
津
日
髙
日
子
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
第
四
子
也
御
母
ハ
玉
依
姫
命
天
皇
其
御
徳
ノ
優
リ
玉

フ
ヲ
以
テ
皇
兄
五
瀬
命
稻
飯
命
三
毛
野
命
ヲ
越
テ
御
年
十
五
ニ
シ
テ
立
太
子
ト
成
リ
給
フ
天
皇
御
年
四
十
五
歳
ノ
御

時
即
チ
大
歳
甲
寅
年
冬
十
月
五
日
戎
装
整
ヒ
ケ
レ
ハ
天
皇
親
ラ
諸
皇
兄
等
及
ヒ
皇
子
群
臣
ヲ
帥
ヒ
テ
髙
千
穂
ノ
宮
ヲ

出
給
ヒ
東
ニ
向
ヒ
テ
所
々
ノ
國
賊
ヲ
平
ケ
給
フ
㕝
茲
ニ
六
年
則
チ
庚
申
年
春
三
月
七
日
畝
傍
山
東
南
ナ
ル
橿
原
ノ
地

ニ
就
キ
有
司
ニ
勅
シ
テ
始
メ
テ
宮
殿
ヲ
造
ラ
セ
給
フ
同
年
秋
九
月
廿
四
日
大
神
大
神
大
物
主
命
ノ
女
媛
蹈
鞴
五
十
鈴

姫
命
ヲ
納
レ
テ
以
テ
皇
后
ト
ナ
シ
給
ヒ
其
翌
年
辛
酉
春
正
月
元
日
天
皇
橿
原
ノ
宮
ニ
於
テ
即
位
シ
給
フ
御
宇
七
十
六

年
丙
子
春
三
月
十
一
日
崩
御
座
シ
マ
ス
御
壽
一
百
二
十
七
明
年
丁
丑
秋
九
月
十
二
日
畝
傍
山
ノ
東
北
御
陵
ニ
葬
リ
奉

ル
然
ル
ニ
中
興
御
陵
ノ
祭
典
永
ク
絶
ヘ
タ
ル
ヲ
孝
明
天
皇
ノ
御
宇
文
久
三
亥
年
春
二
月
修
理
御
着
手
同
年
十
一
月
成

功
ス
其
後
毎
年
三
月
十
一
日
敕
使
参
向
ア
ツ
テ
典
禮
式
ヲ
行
ハ
セ
給
フ
其
後
明
治
五
年
太
陽
暦
御
發
行
ニ
付
祭
日
ヲ

四
月
三
日
ト
改
正
セ
ラ
ル
同
十
年
二
月
十
一
日　
　

今
上
皇
帝
御
陵
エ
御
参
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
同
十
三
年
春
ニ
至
リ
周

圍
四
百
三
十
八
間
ノ
石
柵
ヲ
新
築
ア
リ
同
十
五
年
三
月
十
五
日
ヨ
リ
日
々
表
御
門
開
扉
シ
テ
御
陵
中
門
迠
諸
民
ノ
参

拝
ヲ
許
サ
セ
給
フ
然
ル
ニ
尚
御
宮
址
ハ
湮
滅
セ
シ
ヲ
遺
憾
ノ
餘
リ
不
肖
陣
七
數
種
ノ
圖
書
ヲ
編
輯
出
版
シ
テ
其
事
實
ヲ

記
シ
之
ヲ
有
志
ニ
施
シ
以
テ
朝
命
ノ
程
ヲ
相
待
候
折
柄
幸
甚
ナ
ル
哉
同
廿
二
年
春
ニ
至
リ
民
地
一
萬
八
千
八
百
坪
余

ヲ
御
買
上
ニ
相
成
御
料
地
ト
ナ
シ
給
ヒ
テ
以
テ
御
宮
址
再
興
在
セ
ラ
レ
同
年
秋
禁
中
内
侍
所
及
神
嘉
殿
ヲ
同
所
ニ
移

シ
給
ヒ
仝
廿
三
年
三
月
皇
祖
神
武
天
皇
并
皇
后
媛
多
々
良
五
十
鈴
姫
命
二
柱
ノ
神
霊
ヲ
合
祀
シ
テ
橿
原
神
宮
ト
稱
シ

官
幣
大
社
ニ
列
セ
ラ
ル
同
年
四
月
二
日
正
四
位
石
山
基
正
卿
ヲ
敕
使
ト
シ
テ
二
柱
ノ
神
靈
ヲ
宮
殿
ニ
鎮
祭
シ
玉
フ
實



畝傍橿原教会による「会員募集」

一
〇
七

ニ
今
上
皇
帝
ノ
御
敬
神
ア
ラ
サ
セ
ラ
レ
皇
祖
ノ
神
靈
ヲ
創
業
ノ
霊
地
ニ
祀
ラ
セ
玉
ヒ
廣
ク
天
下
ノ
萬
民
ヲ
シ
テ
親
シ

ク
拝
セ
シ
メ
玉
フ
御
叡
慮
ハ
實
ニ
恐
コ
キ
ト
モ
有
難
キ

ニ
ナ
ム

（
13
）「
帰
京
と
吉
野
山
詣
で
」
の
文
中
に
は
年
を
示
す
記
述
は
特
に
み
ら
れ
な
い
が
、「
こ
と
し
は
大
阪
に
博
覧
会
あ
り
、

且
神
戸
に
観
艦
式
行
は
る
ゝ
」（『
樅
屋
全
集
巻
五
』
一
九
八
一
頁
）
と
あ
り
、
本
文
に
よ
っ
て
も
同
年
四
月
十
日
に
神

戸
沖
で
の
観
艦
式
（
大
演
習
観
艦
式
）
を
見
、
同
月
十
五
日
に
は
天
王
寺
に
お
け
る
「
博
覧
会
」（
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
、
明
治
三
十
六
年
三
月
一
日
～
同
年
七
月
三
十
一
日
）
を
訪
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
明
治
三
十
六
年
の
記

述
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
14
）『
樅
屋
全
集
巻
五
』
一
九
九
八
～
九
頁
。

（
15
）
但
し
、
宣
化
天
皇
皇
后
橘
仲
姫
皇
女
は
宣
化
天
皇
陵
に
合
葬
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）『
樅
屋
全
集
巻
五
』「
阪
正
臣
年
譜
」。

〔
註
記
〕

　
　

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
・
六
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
奥
野
陣
七
主
宰
報
国
社
・
畝
傍
橿
原
教
会
に
よ
る
刊
行

物
の
体
系
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
同
研
究
の
標
題
と
本
稿
の
標
題
が
異
な
る
の
は
、
報
国
社
・
畝
傍
橿
原

教
会
の
本
質
を
そ
の
「
会
員
募
集
」
と
考
え
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
拠
る
。
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